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AWS Billing Conductor とは
AWS Billing Conductor は、 AWS Marketplace チャネルパートナー (パートナー) および請求要件を
満たす組織のカスタム請求サービスです。パートナーの場合、 請求は顧客が支払いを受けるための
前提条件であり、 AWS アカウント または AWS Organizations 請求境界に従います。組織の場合、
チャージバックアクティビティにより、組織は特定のチームのコスト (アカウントの集合など) を正
しい内部予算または利益と損失 (P&L) ステートメントに割り当てることができます。

Billing Conductor では、これらのアクティビティを実現するために、2 つ目の見積もりバージョン
のコストを作成して、顧客またはアカウント所有者と共有できます。見積もりコストは、Billing 
Conductor 内で定義された料金レートでの Billing Conductor マネージドアカウント (請求グループに
割り当てられたアカウント) 内の使用量を表します (例えば、グローバル料金ルールを使用してすべ
ての使用量にパブリック料金を適用するなど）。

Note

お客様は、請求対象コスト ( AWS 請求書の照合) と見積もりコスト (Billing Conductor 設定の
照合) のわずかな使用上の違いを 1 か月間観察します。ただし、 AWS 請求書が発行される
と、使用量の値は毎月の月末に一致します。

見積もりコストを定義すると、お客様は次のユースケースのいずれかにコストを一様にモデル化でき
ます。

1. 顧客契約。これは、 の外部でネゴシエートされたパートナーユースケースである可能性がありま
す。 AWS

2. 内部のアカウントプラクティス、多くの場合、組織固有のユースケース

Billing Conductor の設定は、 AWS または 請求設定からの顧客の既存の請求書には影響しません (た
とえば、リザーブドインスタンスや Savings Plans などのクレジットやコミットメントベースの割引
の共有など）。

お客様は、以下のタスクを実行して、管理アカウントの見積もりコストを分析できます。

• Billing Conductor 内のマージン (同じアカウントセットの見積もりコストと請求対象コストの差) 
を分析する

• 請求詳細ページで毎月の見積りコストを表示する

1
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• 請求グループごとに AWS Cost and Usage Report (CUR) を作成する

Billing Conductor マネージドアカウント (請求グループのアカウント) は AWS Cost Explorer、、コス
トと使用状況レポート、請求ダッシュボード、請求詳細ページで見積りコストを分析できます。

Billing Conductor コンソールまたは Billing Conductor API を使用して、請求グループ、料金プラン、
料金設定ルール、カスタム明細項目を設定できます。

AWS Billing Conductor のサービスクォータの詳細については、「」を参照してくださいクォータと
制限。

トピック

• AWS Billing Conductor の機能

• 関連サービス

AWS Billing Conductor の機能

AWS Billing Conductor の機能を使用して、以下を実行できます。

グループアカウント

見積もりコストを集計して表示するには、アカウントを請求グループに分類します。クロスサー
ビス割引やグループごとの個別の顧客利益をシミュレート AWS 無料利用枠 します。

カスタム料金

グローバルまたは特定の割増または割引を設定し、無料利用枠へのアクセスを制御します。

料金とクレジット

1 回限りまたは定期的な固定料金またはパーセンテージベースの料金またはクレジットを請求グ
ループに追加します。

プロフォーマ分析

請求コンソールの料金設定に基づいてコストを分析します。請求グループのアカウントは、 
AWS Cost Explorer で見積りコストの視覚化、予測、カスタムレポートの作成を行うことができ
ます。プライマリアカウントは、請求グループ内のアカウントによって発生したすべてのコスト
のクロスアカウントビューを使用できますが、プライマリアカウント以外のアカウントには独自
のコストが表示されます。

AWS Billing Conductor の機能 2
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レポート作成

請求グループごとにコストと使用状況レポートを設定します。

レート分析

適用されたレートと実際の AWS レートを請求グループのマージンレポートと比較します。

関連サービス

AWS 請求コンソール

AWS 請求コンソールは、学生やスタートアップから大規模な企業まで、すべての AWS お客様
向けのポータルです。コンソールを使用して、 AWS アカウントで実行されているリソースの確
認、請求設定の管理、 への支払いに必要な請求アーティファクトへのアクセスを行うことができ
ます AWS。 AWS 請求コンソールには、アカウントの支出に関する大まかな説明も表示され、 
AWS コスト管理製品に製品を登録するためのエントリポイントとして機能します。

詳細については、『AWS Billing ユーザーガイド』を参照してください。

AWS Cost Explorer

Cost Explorer インターフェイスを使用して、経時的な AWS コストと使用状況を視覚化、把握、
管理できます。コストと使用状況データを分析するカスタムレポートを作成して、すぐに使用を
開始しましょう。データを概要レベルで分析するか (例えば、すべてのアカウントの合計コスト
と使用量)、コストと使用量のデータをさらに詳しく分析して、傾向を特定し、コスト要因を特定
して、異常を検出します。

詳細については、次のトピックを参照してください。

• での見積りコストに対するアドホック分析の実行 AWS Cost Explorer

• 「AWS Cost Management  ユーザーガイド」の「AWS Cost Explorer によるコストの分析」

AWS コストと使用状況レポート

AWS コストと使用状況レポート (AWS CUR) には、利用可能なコストと使用状況データの最も
包括的なセットが含まれています。コストと使用状況レポートを使用して、所有する Amazon 
Simple Storage Service (Amazon S3) バケットに AWS 請求レポートを発行できます。コストを
時間または日単位、製品または製品リソース別、またはお客様が定義したタグ別に分類したレ
ポートを受け取ることができます。

AWS は、バケット内のレポートをカンマ区切り値 (CSV) または Apache Parquet 形式で 1 日 1 
回更新します。Microsoft Excel や Apache OpenOffice Calc などのスプレッドシートソフトウェ

関連サービス 3
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アを使用してレポートを表示できます。Amazon S3 または Amazon Athena API を使用して、ア
プリケーションからアクセスすることもできます。

AWS コストと使用状況レポートは AWS 、使用状況を追跡し、アカウントに関連する推定請求額
を提供します。各レポートには、 AWS アカウントで使用する AWS 製品、使用タイプ、および
オペレーションの一意の組み合わせごとに明細項目が含まれます。

AWS Identity and Access Management (IAM)

AWS Billing Conductor サービスは AWS Identity and Access Management (IAM) と統合されてい
ます。Billing AWS Conductor で IAM を使用すると、アカウントで作業する他のユーザーが、自
分のジョブを完了するために必要なアクセス権のみを持つようにできます。

また、IAM を使用して、すべての AWS リソースへのアクセスを制御します。これには請求情報
が含まれますが、それに限定されるものではありません。 AWS アカウントの構造を設定する前
に、IAM の基本概念とベストプラクティスを理解しておくことが重要です。

IAM の操作方法の詳細については、「IAM ユーザーガイド」の「IAM とは」および「IAM でのセ
キュリティのベストプラクティス」を参照してください。

AWS Organizations （一括請求）

AWS 製品とサービスは、小規模なスタートアップからエンタープライズまで、あらゆる規模の
企業に対応できます。会社が大規模な場合、または成長が見込まれる場合、会社の構造を反映す
る複数の AWS アカウントの設定が必要になることがあります。例えば、会社全体に 1 つのアカ
ウントと各従業員にアカウントを持ったり、各従業員に IAM ユーザーを持つ会社全体のアカウン
トを持ったりすることができます。会社全体のアカウント、会社内の各部門またはチームのアカ
ウント、各従業員のアカウントを持つことができます。

複数のアカウントを作成する場合は、 AWS Organizations の一括請求機能を使用し、すべてのメ
ンバーアカウントを 1 つの管理アカウントにまとめて、受け取る請求書を 1 つにすることができ
ます。詳細については、「AWS Billing ユーザーガイド」の「Organizations の一括請求 (コンソ
リデーティッドビリング)」を参照してください。

関連サービス 4
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見積り請求データとは何ですか？
このセクションでは、 AWS Billing Conductor によって生成された見積り請求書と標準 AWS 請求書
の違いを明確にします。請求グループを作成すると、 AWS Billing Conductor の計算では、カスタム
料金設定を使用して、その請求グループの見積り請求が生成されます。見積り請求と標準 AWS 請求
には、いくつかの基本的な違いがあります。

見積り請求データは、請求データの代替バージョンのようになります。 AWS 請求書から分離され
ており、毎月の実際の請求額を反映していません。また、 の外部で独自のチャージバックワークフ
ローの一部として見積り請求書を使用することもできます AWSが、このユースケースは現在 AWS 
Billing Conductor ではサポートされていません。

Note

見積り請求データは、標準 AWS 請求書には影響しません。お客様またはお客様の組織の に
よる請求方法は変更されません AWS。

用語集

このセクションでは、 AWS Billing Conductor 全体で使用される主要な用語を定義し、サービスを効
果的に使用できるようにします。

見積り請求書

請求グループごとに生成される請求データ。 AWS Billing Conductor の計算では、請求グループ
アカウントによって蓄積された使用量を取得し、請求グループの料金プランで定義されているカ
スタム料金を適用します。その後、請求データは、統合されたサービス にダウンストリームで提
供されます。請求グループのアカウントがこれらのサービスのいずれかを通じてコストを表示す
ると、標準の請求データではなく見積り AWS 請求データが表示されます。

標準 AWS 請求書/請求対象 AWS 請求書

実際のコストを表す標準 AWS 請求書は、 に相当します AWS。

ドメイン

見積り請求データセットと標準 AWS 請求データセットは、別々の請求ドメインで互いに分離さ
れています。見積りデータは見積りドメイン に存在し、標準の請求データは請求対象ドメイン
に存在します。

用語集 5
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請求対象

によって生成 AWS され、 AWS 請求書の計算の基礎として使用される請求出力。

リソース値

パーセンテージベースのカスタム明細項目の計算に使用される入力。リソース値には、請求グ
ループの蓄積コストと、請求期間中に特定の請求グループに関連付けられている固定カスタム明
細項目を含めることができます。

見積り請求データの理解

このセクションでは、見積り請求と標準請求の違いについて詳しく説明します。また、見積り請求
データを使用する際のユースケースとベストプラクティスも提供します。

トピック

• 見積り請求データと標準 AWS 請求データの違いは何ですか？

• 請求グループの見積りドメインでの料金の設定

• 見積り請求データと標準 AWS 請求書は誰が確認できますか？

• 見積りドメインでの無料利用枠の適用方法

• 標準請求コストから見積り AWS 請求コストを導き出せますか？

• 見積りドメインには、リザーブドインスタンスと Savings Plans はどのように割り当てられます
か？

• 請求グループは、リザーブドインスタンスと Savings Plans の割り当て方法に影響しますか？

見積り請求データと標準 AWS 請求データの違いは何ですか？

各請求グループの見積り請求は、グループ内のアカウントが独自の一括請求ファミリーまたは組織で
あるかのように計算されます。その結果、見積りドメインのアカウント料金と標準の請求対象ドメイ
ンにはいくつかの主な違いがあります。

• リザーブドインスタンスと Savings Plans は、請求グループアカウントで購入した場合にのみ、請
求グループ内で適用および共有されます。

• ボリューム階層化の割引は、請求グループ内のアカウントによってのみ蓄積された使用量に基づい
て計算されます。

見積り請求データの理解 6
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• 無料利用枠の消費量は、請求グループ内のアカウントによってのみ蓄積された使用量に基づいて計
算されます。

次の明細項目タイプは、見積りドメインから除外されます。

• クレジット (支払い者または連結アカウントレベルで引き換え可能)

• サポートの料金

• 非公開割引 (ソリューションプロバイダープログラムなど）

• 使用量ベースの割引 (バンドル割引など）

• 税金

これらの要因により、請求グループのマージンは月によって異なります。

Note

これらの要因に加えて、料金プランと適用されたカスタム明細項目に基づいて、請求グルー
プのマージンが負の数値になる可能性があります。

請求グループの見積りドメインでの料金の設定

料金設定ルールを作成して料金プランに関連付けることで、料金レートを調整できます。その後、そ
の料金プランを請求グループに適用できます。マークアップまたは割引料金ルールは、パブリック 
AWS オンデマンド料金に対して計算されます。請求グループに空の料金プランを適用すると、料金
レートはデフォルトでパブリック AWS オンデマンドレートになります。

その後、カスタム明細項目を作成して、特定の請求グループアカウントの見積り請求書にクレジット
または料金を追加できます。

見積り請求データと標準 AWS 請求書は誰が確認できますか？

支払いアカウントは、これらの料金を AWS に支払う責任を負うため、常に標準の AWS 請求書を
表示できます。また、請求ページと で請求グループの見積り請求を表示することもできます AWS 
Cost and Usage Report。

詳細については、「請求グループの詳細の表示」および「請求グループごとの Cost and Usage 
Report の設定」を参照してください。

請求グループの見積りドメインでの料金の設定 7
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請求グループに関連付けられているアカウントは、統合されたサービスを通じて請求の詳細を表示
するときに、見積りデータを表示できます。プライマリアカウントにはクロスアカウント可視性があ
り、請求グループ内のすべてのアカウントの見積り請求データを表示できます。請求グループの他の
アカウントは、自分のアカウントの見積り請求データを表示できます。見積りデータビューをサポー
トするサービスの完全なリストについては、「」を参照してくださいAWS サービス 見積もりコスト
をサポートする。

見積りドメインでの無料利用枠の適用方法

12 か月間の無料利用枠

Billing Conductor は、見積り請求からこの無料利用枠を削除します。これは、特定の SKU の最初
の有料オファーと交換されます。

常時無料利用枠

Billing Conductor は、見積り請求書からこの無料利用枠を削除しません。この無料利用枠を無効
にするには、請求グループの料金プランに階層化料金ルールを適用します。詳細については、
「料金設定ルールの作成」を参照してください。

無料トライアル

Billing Conductor は、見積りデータからほとんどの無料トライアルを削除します。ただし、既存
の使用量をカバーできる後続の料金範囲データがない場合、無料トライアルを削除することはで
きません。

標準請求コストから見積り AWS 請求コストを導き出せますか？

標準請求のコストに基づいて、請求グループの見積り請求で生成されたコストを照合することはでき
ません AWS 。例えば、標準 AWS 請求で請求されるプライベート割引と税金を差し引くことで、ア
カウントの見積りコストを導き出すことはできません。理由の詳細については、見積り請求データと
標準 AWS 請求データの違いは何ですか？「」および「」を参照してください見積りドメインでの無
料利用枠の適用方法。

見積りドメインには、リザーブドインスタンスと Savings Plans はどのよ
うに割り当てられますか？

リザーブドインスタンス (RI) または Savings Plans が請求グループ外のアカウントによって購入さ
れた場合、請求グループの見積り請求から完全に除外されます。RI または Savings Plans が請求グ
ループ内のアカウントによって購入された場合、まず、購入請求グループアカウント内で発生した

見積りドメインでの無料利用枠の適用方法 8
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対象となる使用量に特典が適用されます。残りの利点は、グループ内の他のアカウントに分配されま
す。

支払者レベルで行われた RI および Savings Plans の割引共有設定は、見積りドメインには影響しま
せん。請求グループのアカウントによって購入した RI と Savings Plans は、常に同じグループのア
カウントと共有されます。その結果、RI と Savings Plans の割引配分は、見積りドメインと請求対
象ドメインで異なる場合があります。

請求グループは、リザーブドインスタンスと Savings Plans の割り当て方
法に影響しますか？

Billing Conductor リソースとその結果の見積りデータは、実際の AWS 請求には影響しません。請求
グループは、見積りドメインでの RIsと Savings Plans の適用方法に影響を与える可能性があります
が、請求対象ドメインでの同じ RIs と Savings Plans の適用方法には影響しません。

請求グループは、リザーブドインスタンスと Savings Plans の割り当て方法に影響しますか？ 9
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AWS Billing Conductor ダッシュボードについて

AWS Billing Conductor ダッシュボードには、カスタム料金ディメンションの影響を理解するのに役
立つ主要なメトリクスの概要が表示されます。

重要業績評価指標

このセクションでは、 AWS Billing Conductor ダッシュボードで使用できる主要業績評価指標 
(KPI) を定義します。KPIsです month-to-date。アカウントを作成または に追加すると AWS 
Organizations、アカウントはこの KPI に蓄積されます。請求グループを削除すると、その請求グ
ループのアカウントもこの KPI に計上されます。

• 請求額 – すべての請求グループによって蓄積された使用量に対する、適用される料金プランに
よって定義されたカスタムレートに基づく合計請求額です。この計算では、請求グループ以外で購
入したコミットメントベースの割引、非公開料金、請求対象ドメインで消費されたクレジットは考
慮されません。コミットメントベースの割引の例には、リザーブドインスタンスと Savings Plans 
があります。

• AWS コスト – すべての請求グループによって蓄積された使用量の合計 month-to-date 料金。 AWS 
請求の推定請求額に基づきます。請求対象ドメインで特典が適用された場合、計算には、請求グ
ループ以外で購入したコミットメントベースの割引、非公開料金、従量制割引、クレジットが含ま
れます。コミットメントベースの割引の例には、リザーブドインスタンスと Savings Plans があり
ます。

• マージン — すべての請求グループによって蓄積された合計 month-to-date マージン。マージン
は、請求金額から AWS コストを差し引いて計算されます。マージンは、料金プラン、適用された
カスタム明細項目などの要因に基づいてマイナスになることもあります。

Note

請求後の期間の調整は、マージン履歴に影響を及ぼします。詳細については、「請求グ
ループごとのマージンの分析」を参照してください。

• 請求グループ — プライマリアカウントと関連する料金プランを持つ、相互に排他的なアカウント
グループの数。

• モニタリングされているアカウント – 請求グループに現在割り当てられている一括請求ファミ
リー内のアカウント数。

重要業績評価指標 10
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• モニタリングされていないアカウント – 請求グループに割り当てられていない一括請求ファミ
リー内のアカウント数です。

請求金額あたりの上位 5 つの請求グループの表示

ビジュアルおよびテーブルビューを参照すると、収益を生み出す上位 5 つの請求グループを把握で
きます。既存の請求グループを管理するには、ダッシュボードページで [Manage billing groups] (請
求グループの管理) を選択します。

請求金額あたりの上位 5 つの請求グループの表示 11
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請求グループ、料金設定、およびカスタム明細項目の作成
このセクションでは、Billing Conductor AWS で請求グループ、価格設定、カスタム明細項目を作成
する方法を説明します。各セクションでは、各項目を作成した後、請求グループテーブル、料金設定
ルールテーブル、およびカスタム明細項目テーブルを使用する方法についても概説します。

トピック

• 請求グループの作成

• 料金設定ルールの作成

• 料金プランの作成

• 請求グループごとのカスタム明細項目の作成

• カスタム明細項目の編集

• カスタム明細項目の削除

請求グループの作成

AWS Billing Conductor を使用して請求グループを作成し、アカウントを整理できます。デフォルト
では、管理者権限を持つ支払いアカウントが請求グループを作成できます。各請求グループは相互に
排他的です。つまり、1 つのアカウントは特定の請求期間に 1 つの請求グループにのみ属することが
できます。請求グループのセグメンテーションはすぐに確認できますが、請求グループを作成してか
らグループのカスタムレートが反映されるまでに最大 24 時間かかります。

Note

月の中旬に請求グループ間でアカウントを移動すると、請求期間の開始時に戻って、両方の
請求グループの再計算が開始されます。月の中旬にアカウントを移動しても、以前の請求期
間には影響を及ぼしません。

請求グループを作成するには、以下の手順に従います。

請求グループを作成するには

1. AWS Management Console にサインインし、https://console.aws.amazon.com/billingconductor/ 
AWS でビリングコンダクターを開きます。

請求グループの作成 12
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2. ナビゲーションペインで、[Billing groups] (請求グループ) を選択します。

3. [Create billing group] (請求グループの作成) を選択します。

4. [Billing group details] (請求グループの詳細) に、請求グループの名前を入力します。命名制限に
ついては、「クォータと制限」を参照してください。

5. (オプション) [Description] (説明) に、請求グループの説明を入力します。

6. [Pricing plan] (料金プラン) で、請求グループに関連付ける料金プランを選択します。料金プラン
を作成するには、「料金プランの作成」を参照してください。

7. (オプション) 対象 [その他の設定]、請求グループの自動アカウント関連付けを有効にできます。

メモ

• 1 つの請求グループのみ自動アカウント関連付けを行うことができます。

• この機能を有効にすると、組織で作成または追加されたアカウントは、自動的にこの
請求グループに関連付けられます。

• CloudTrail 現在ログ記録がある場合は、 CloudTrail 自動アカウント関連付けをログで
確認できます。

8. [Accounts] (アカウント) で、請求グループに追加するアカウントを 1 つ以上選択する
か、[Import organizational unit] (組織単位をインポート) を選択して、組織単位内のアカウントを
自動的に選択します。OU のインポート機能へのアクセス許可を付与するポリシーの例について
は、「Billing Conductor への組織単位のインポート機能に対するアクセスの付与」を参照してく
ださい。

テーブルフィルターを使用して、アカウント名、アカウント ID、またはアカウントに関連付け
られたルート E メールアドレスで並べ替えることができます。

9. プライマリアカウントは、請求グループ全体のプロフォーマコストと使用状況を確認する機能を
継承し、請求グループのプロフォーマコストと使用状況レポート (AWS CUR) を生成できます。

当月中に組織に加入したプライマリアカウントを選択した場合、その請求グループのすべてのア
カウントのプロフォーマ費用には、プライマリアカウントが組織に加入してから発生した費用と
使用量のみが含まれます。参加日を確認するには、[参加日を検証] を選択します。詳細について
は、「プライマリアカウントの参加日の重要性を理解する」を参照してください。

10. [Create billing group] (請求グループの作成) を選択します。

請求グループの作成 13
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メモ

• ステップ 9 でプライマリアカウントを選択する必要があります。請求グループ作成後
にプライマリアカウントを変更することはできません。新しいプライマリアカウント
を割り当てるには、請求グループを削除してアカウントを再グループ化します。支払
いアカウントは請求グループ内に含めることができますが、支払いアカウントにプラ
イマリアカウントのロールを割り当てることはできません。

• 請求グループのプライマリアカウントが組織を離れ、その請求グループで自動アカウ
ント関連付けが有効になっている場合は、月末までアカウントが自動的に関連付けら
れます。その後、請求グループは自動的に削除されます。既存の請求グループの自動
アカウント関連付けを有効にすることも、別の請求グループを作成することもできま
す。

請求グループテーブル

請求グループを作成した後、フィルター可能なテーブルで請求グループの詳細を表示できます。以下
のディメンションを使用してフィルタリングできます。

• 請求グループ名

• プライマリアカウント名

• プライマリアカウント ID

• アカウント数

• 料金プラン名

各請求グループの詳細を表示するには、テーブルで請求グループ名を選択します。自動アカウント関
連付け機能を有効にした請求グループには、請求グループ名の横に[自動関連付け]アイコンが表示さ
れます。

料金設定ルールの作成

AWS Billing Conductor で価格設定ルールを作成して、請求グループ全体の請求レートをカスタマ
イズできます。料金設定ルールは、グローバル、サービス固有、請求エンティティ固有、または範
囲内で SKU 固有にすることができます。料金設定ルールでは、各範囲に割引または割増を適用で

請求グループテーブル 14
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きます。範囲は重複しません。異なる範囲の料金設定ルールが 1 つの料金プランに含まれている
場合、範囲は最も粒度の高いものから最も低いものに適用されます。グローバル料金設定ルールで
は、Always Free Tier レートを無効にするか有効にするかを選択することもできます。常時無料
利用枠を無効にした料金設定ルールでは、その使用タイプまたはオペレーションの最初の有料利用枠
がデフォルトで設定されます。デフォルトでは、管理者権限を持つ支払いアカウントが料金設定ルー
ルを作成できます。請求グループに料金設定ルールを適用してから請求グループのカスタムレートに
反映されるまで、最大で 24 時間かかります。

1 つの料金プランを複数の請求グループに適用できます。

料金設定ルールを作成するには、次の手順に従います。

料金設定ルールを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/billingconductor/ AWS でビリング・コンダクターを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Pricing configuration] (料金設定) を選択します。

3. [Pricing rules] (料金設定ルール) タブを選択します。

4. [Create pricing rules] (料金設定ルールの作成) を選択します。

5. [Pricing rule details] (料金設定ルールの詳細) に、料金設定ルールの名前を入力します。命名制限
については、「クォータと制限」を参照してください。

6. (オプション) [Description] (説明) に、料金設定ルールの説明を入力します。

7. [Scope] (範囲) で、Global、Service、Billing entity、または SKU を選択します。

• グローバル - すべての使用に適用されます。

• サービス - 指定されたサービスにのみ適用されます。サービスを選択するときは、料金レー
トを設定するサービスコードを選択します。サービスを選択するときは、調整する Price List 
Query API からサービスコードを選択します。

• 請求エンティティ - 任意の請求エンティティにのみ適用されます。請求主体とは AWS、その
関連会社、またはサービスを販売する第三者プロバイダーが提供するサービスの販売者を指し
ます。 AWS Marketplace

• SKU - サービス (製品) コード、使用タイプ、オペレーションの固有の組み合わせにのみ適用
されます。

8. [Type] (タイプ) で、[Discount] (割引)、[Markup] (割増) または [Tiering] (ティアリング) を選択し
ます。

料金設定ルールの作成 15
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Note

[ティアリング] はグローバルおよびサービス向けの料金設定ルールでのみ利用できま
す。

9. [Percentage] (パーセンテージ) に、パーセンテージを入力します。

パーセンテージとして 0 を入力すると、料金プランはデフォルトの AWS オンデマンド料金にな
ります。小数点を入力すると、小数点以下 2 桁未満に四捨五入されます。

10. [Tiering] (ティアリング) タイプでは、[Tiering configuration] (ティアリングの設定) のチェック
ボックスをオンにして常時無料利用枠を無効にするか、有効のままにしておくことができます。
常時無料利用枠は、明示的に無効にされない限り有効化されます。

11. (オプション) 同じワークフローで別の料金設定ルールを作成するには、[Add pricing rule] (料金
ルールの追加) を選択します。

12. [Create pricing rule] (料金設定ルールの作成) を選択します。

料金設定ルールテーブル

料金設定ルールを作成した後、フィルター可能なテーブルで料金設定ルールの詳細を表示できます。
以下のディメンションを使用して、フィルターできます。

• 料金設定ルール名

• スコープ

• タイプ

• 詳細

• Rate

料金プランの作成

AWS Billing Conductor で価格プランを作成して、請求グループ全体の請求詳細の出力をカスタマイ
ズできます。デフォルトでは、管理者権限を持つ支払いアカウントは、料金プランを作成できます。
請求グループに料金プランを適用してから請求グループのカスタムレートに反映されるまで、最大で 
24 時間かかります。

1 つの料金プランを複数の請求グループに適用できます。

料金設定ルールテーブル 16
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Note

料金プランを更新すると、その料金プランが関連付けられている各請求グループの請求詳細
にも影響します。料金プランが請求グループまたは請求グループのセットに関連付けられて
いる場合、この変更は現在の請求期間にのみ影響します。以前の請求期間については、同じ
ままです。

料金プランを作成するには、次の手順に従います。

料金プランを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/billingconductor/ AWS でビリングコンダクターを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Pricing configuration] (料金設定) を選択します。

3. [Pricing plan] (料金プラン) タブで、[Create pricing plan] (料金プランの作成) を選択します。

4. [Pricing rule details] (料金設定ルールの詳細) に、料金プランの名前を入力します。命名制限につ
いては、「クォータと制限」を参照してください。

5. (オプション) [Description] (説明) に、料金プランの説明を入力します。

6. [Pricing rules table] (料金設定ルールテーブル) で、料金プランに関連付ける料金設定ルールを選
択します。料金設定ルール名、範囲、詳細、タイプ、またはレートにより料金設定ルールをフィ
ルタリングできます。

7. [Create pricing plan] (料金プランの作成) を選択します。

料金設定ルールテーブル

料金プランを作成した後、フィルター可能なテーブルで料金プランの詳細を表示できます。以下の
ディメンションを使用して、フィルターできます。

• 料金プラン名

• 説明

• 料金プランに関連付けられている料金設定ルールの数

料金設定ルールテーブル 17
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請求グループごとのカスタム明細項目の作成

AWS Billing Conductor を使用してパーソナライズした明細項目を作成し、 AWS アカウント 請求グ
ループ内の指定項目に適用します。

カスタム品目を使用して費用と割引を割り当てることができます。カスタム明細項目は、定額料金ま
たはパーセンテージ料金として計算できます。パーセンテージベースのカスタムラインアイテムを設
定して、リソースを含めたり除外したりします。これらのリソースには、請求グループの費用や、請
求期間中の請求グループに関連付けられているその他の固定カスタム項目が含まれます。その後、カ
スタム項目を 1 か月間適用するように設定することも、複数か月間適用するように設定することも
できます。

カスタム明細項目を作成する一般的なユースケースを以下に示します (以下に限定されるわけではあ
りません)。

• 手数料の配分 AWS Support

• 共有サービスコストの配分

• マネージドサービス料金の適用

• 税金の適用

• クレジットの割り振り

• RI と Savings Plans の削減額の割り振り (オンデマンドとは対照的)

• 組織のクレジットと割引明細項目の追加

固定料金カスタム明細項目の作成

次の手順に従って、クレジットまたは手数料の明細項目を個々の請求グループに適用する、カスタム
明細項目を作成します。

カスタム明細項目を作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/billingconductor/ AWS でビリング・コンダクターを開いてくだ
さい。

2. ナビゲーションペインで、[Custom line items] (カスタム明細項目) を選択します。

3. [Create custom line item] (カスタム明細項目の作成) を選択します。

4. [Custom line item details] (カスタム明細項目の詳細) に、カスタム明細項目の名前を入力しま
す。命名制限については、「クォータと制限」を参照してください。

請求グループごとのカスタム明細項目の作成 18
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5. [Description] (説明) には、カスタム明細項目の説明を入力します。上限は 255 文字です。

6. [Billing period] (請求期間) で、既存の請求期間または以前の請求期間のいずれかを選択します。

7. [Duration] (利用期間) には、「1 か月」または「継続」(終了日の指定なし) を選択します。

8. [Billing group] (請求グループ) で、任意の請求グループを選択します。カスタム請求は、一度に 
1 つの請求グループにのみ関連付けることができます。

• (オプション) 割り当て済みアカウントでは、選択した請求グループアカウントにカスタム明
細項目を適用できます。カスタム明細項目は、デフォルトでは選択した請求グループのプラ
イマリアカウントに適用されます。

9. カスタム明細項目タイプに [定額請求] を選択します。

10. 請求タイプを選択し、入力金額を入力します。

割引明細項目にクレジットが追加されます。これにより、選択した請求グループに請求される金
額が減少します。割増明細項目に料金が追加されます。これにより、選択した請求グループに請
求される金額が増加します。カスタム明細項目はすべて USD 建てです。

11. [作成] を選択します。

割合料金カスタム明細項目の作成

次の手順に従って、クレジットまたは手数料の明細項目を個々の請求グループに適用する、カスタム
明細項目を作成します。

カスタム明細項目を作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/billingconductor/ AWS でビリング・コンダクターを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Custom line items] (カスタム明細項目) を選択します。

3. [Create custom line item] (カスタム明細項目の作成) を選択します。

4. [Custom line item details] (カスタム明細項目の詳細) に、カスタム明細項目の名前を入力しま
す。命名制限については、「クォータと制限」を参照してください。

5. [Description] (説明) には、カスタム明細項目の説明を入力します。上限は 255 文字です。

6. [Billing period] (請求期間) で、既存の請求期間または以前の請求期間のいずれかを選択します。

7. [Duration] (利用期間) には、「1 か月」または「継続」(終了日の指定なし) を選択します。

8. [Billing group] (請求グループ) で、任意の請求グループを選択します。カスタム請求は、一度に 
1 つの請求グループにのみ関連付けることができます。

割合料金カスタム明細項目の作成 19
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• (オプション) 割り当て済みアカウントでは、選択した請求グループアカウントにカスタム明
細項目を適用できます。カスタム明細項目は、デフォルトでは選択した請求グループのプラ
イマリアカウントに適用されます。

9. カスタム品目タイプにパーセンテージチャージを選択してください。

10. 請求タイプを選択し、入力金額を入力します。

割引明細項目にクレジットが追加されます。これにより、選択した請求グループに請求される金
額が減少します。割増明細項目に料金が追加されます。これにより、選択した請求グループに請
求される金額が増加します。カスタム明細項目はすべて USD 建てです。

11. (オプション) [リソース値] で、計算に含める値を選択します。デフォルトでは、請求グループの
合計コストがリソースとして選択されます。これにより、すべての固定カスタム明細項目を除外
します。

• (オプション) デフォルトでは、Savings Plan の割引が含まれています。計算から除外する
には、[Savings Plan 割引を除外] チェックボックスをオンにします。

12. (オプション) 固定カスタム明細項目を 1 つ以上含めます。割合ベースの計算に含める、該当す
る各固定カスタム明細項目を表から選択します。

Note

リソースを関連付けずに割合のカスタム明細項目を作成できます。これらのカスタム明
細項目には、請求データ内の $0.00 値が表示されます。

13. [作成] を選択します。

カスタム明細項目テーブル

カスタム明細項目を作成した後、フィルター可能なテーブルで明細項目の詳細を表示できます。以下
のディメンションを使用して、フィルターできます。

• 明細項目名

• 明細項目の説明

• 請求金額

• 明細項目が属している請求グループ

• 明細項目の作成日

カスタム明細項目テーブル 20
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以前の請求期間中に作成されたカスタム明細項目を表示するには、[Date picker] (日付選択ツール) ド
ロップダウンリストを使用します。

カスタム明細項目の編集

カスタム明細項目を編集するには、次の手順を実行します。

カスタム明細項目を編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/billingconductor/ AWS でビリング・コンダクターを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Custom line items] (カスタム明細項目) を選択します。

3. [Create custom line item] (カスタム明細項目の作成) を選択します。

4. 編集するカスタム明細項目を選択します。

5. [編集] を選択します。

6. 編集するパラメータを変更します。

Note

請求期間、請求グループ、割り当てられたアカウント、請求タイプ (一律またはパーセ
ンテージ)、または請求金額タイプ (クレジットまたは手数料) は変更できません。

7. [変更を保存]をクリックします。

カスタム明細項目の削除

カスタム明細項目を削除するには、次の手順を実行します。

カスタム明細項目を編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/billingconductor/ AWS でビリング・コンダクターを開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Custom line items] (カスタム明細項目) を選択します。

3. [Create custom line item] (カスタム明細項目の作成) を選択します。

4. 削除するカスタム明細項目を選択します。

5. [Delete] (削除) を選択します。

6. カスタム明細項目を削除するとどのような影響があるかを読んでから、[Delete custom line item]
(カスタム明細項目の削除) を選択します。

カスタム明細項目の編集 21
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AWS Billing Conductor のベストプラクティス

このセクションでは、 AWS Billing Conductor を使用する際のベストプラクティスをいくつか紹介し
ます。

トピック

• プライマリアカウントの参加日の重要性を理解する

• AWS Billing Conductor へのアクセスの制御

• AWS Billing Conductor データセットについて

• AWS Billing Conductor の計算ロジックを理解する

• AWS Billing Conductor の更新頻度について

• AWS Billing Conductor AWS CUR と標準 AWS CUR の違いを理解する

プライマリアカウントの参加日の重要性を理解する

プライマリアカウントが組織に加わった日付によって、その請求グループの見積もりコストの過去の
境界が定義されます。月の途中で管理アカウントを作成またはリンクしたプライマリアカウントを選
択した場合、見積もりのコストには、プライマリアカウントが参加する前に組織に含まれていたアカ
ウントを含む、請求グループ内の他のアカウントのコストは含まれません。

例えば、10 月 15 日にプライマリアカウントが組織に参加したとします。請求グループ内のすべて
のアカウントの見積もり請求には、その日付以降のコストと使用量のみが含まれます。見積り請求
は、請求グループの他のアカウントが当月より前に組織のメンバーであった場合でも、10 月 15 日
に開始されます。

請求グループの最初の月の請求対象ドメインと見積もり請求ドメインの間に不一致があります。見積
りドメインには、10 月 15 日より前に発生した使用量は含まれません。最初の月以降の見積もりコ
ストは、すべての使用量をキャプチャします。

請求グループの最初の請求で請求対象データと見積もりデータの間にこのような最初の不一致が発生
しないようにするには、月全体またはそれ以前に管理アカウントにリンクされていたプライマリアカ
ウントを選択します。

プライマリアカウントの参加日の重要性を理解する 22
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AWS Billing Conductor へのアクセスの制御

Billing and Cost Management には、支払人または管理アカウントにアクセスできるユーザーのみ
がアクセスできます。請求グループを作成し、請求情報とコスト管理コンソールで AWS Billing 
Conductor キーパフォーマンスインジケータ (KPIsを表示する許可を IAM ユーザーに付与するに
は、IAM ユーザーに以下も付与する必要があります。

• 組織内のアカウントを一覧表示

AWS Billing Conductor コンソールで請求グループと料金プランを作成できるようにする方法の詳細
については、「」を参照してくださいの Identity and Access Management AWS Billing Conductor。

AWS Billing Conductor API を使用して、プログラムで AWS Billing Conductor リソースを作成するこ
ともできます。 AWS Billing Conductor API へのアクセスを設定する場合は、プログラムによるアク
セスを許可するための一意の IAM ユーザーを作成することをお勧めします。これにより、組織内の
誰が AWS Billing Conductor コンソールと API にアクセスできるかをより正確にアクセス制御を定義
できます。Billing Conductor API へのクエリアクセスを複数の IAM AWS ユーザーに付与するには、
それぞれにプログラムによるアクセスの IAM ロールを作成することをお勧めします。

AWS Billing Conductor データセットについて

AWS Billing Conductor データモデルは、標準の AWS Billing データモデルと多くの類似点を共有し
ますが、いくつかの違いがあります。

AWS Billing Conductor には以下は含まれません。

• クレジット (支払い者または連結アカウントレベルで引き換え可能)

• 税金

• AWS Support 料金

さらに、 AWS Billing Conductor は、スタンダード請求ドメインの共有設定に関係なく、同じ請求グ
ループに配置されたアカウントとリザーブドインスタンスと Savings Plans を共有します。

AWS Billing Conductor の計算ロジックを理解する

AWS Billing Conductor の計算は、前期間の請求データの履歴整合性を維持しながら、特定の月に
行った変更に柔軟に対応します。これは例を挙げて説明するのが一番です。

AWS Billing Conductor へのアクセスの制御 23
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この例では、A と B の 2 つの請求グループがあります。請求グループA は、グループ内のアカウ
ント 1 ～ 3 で請求期間を開始します。月の半ばに、支払いアカウントは Account 3 を Billing 
Group B に移動します。その時点で、請求グループ A および B のコストを再計算して、最新の変更
を正確にモデル化する必要があります。Account 3 が移動されると、Billing Group A の使用状
況は、Account 3 が現在の請求期間中に請求グループに含まれていなかったかのようにモデル化さ
れます。さらに、Billing Group B の使用量は、請求期間の開始時から Account 3 が Billing 
Group B の一部で使用されたかのようにモデル化されます。このアプローチにより、請求期間内に
アカウントがグループ間で移動した場合に、複雑なレートやチャージバックモデルを計算する必要が
なくなります。

請求グループ A 日数: 1～15 日数: 16～30 月末

アカウント 1 100 USD 100 USD 200 USD

アカウント 2 100 USD 100 USD 200 USD

アカウント 3 100 USD 該当なし 該当なし

合計 300 USD 200 USD 400 USD

請求グループ B 日数: 1～15 日数: 16～30 月末

アカウント 4 100 USD 100 USD 200 USD

アカウント 5 100 USD 100 USD 200 USD

アカウント 6 100 USD 100 USD 200 USD

アカウント 3 100 USD 100 USD 200 USD

合計 400 USD 400 USD 800 USD

AWS Billing Conductor の更新頻度について

AWS 請求データは少なくとも 1 日 1 回更新されます。 AWS Billing Conductor はこのデータを使用
して見積り請求データを計算します。当月に適用するように生成されたカスタム明細項目は、24 時
間以内に反映されます。前の請求期間に適用するために生成されたカスタム明細項目が請求グループ

AWS Billing Conductor の更新頻度について 24



AWS Billing Conductor ユーザーガイド

の AWS コストと使用状況レポートに反映されるまで、または特定の請求グループの請求ページに反
映されるまでに最大 48 時間かかる場合があります。

AWS Billing Conductor AWS CUR と標準 AWS CUR の違いを理解
する

AWS Billing Conductor 設定を使用して作成された標準コストと使用状況レポートと見積もり AWS 
CUR には、いくつかの違いがあります。

• 標準 AWS CUR は、一括請求ファミリーの各アカウントのコストと使用量を計算します。請求グ
ループあたりの見積もり AWS CUR には、計算時の請求グループ内のアカウントのみが含まれま
す。

• 標準 AWS CUR は請求書列に一度入力すると、請求書は によって生成されます AWS。見積も
り AWS CUR は請求書列にデータを入力しません。現在、見積り請求データ AWS に基づいて に
よって請求書が生成されたり発行されたりすることはありません。

AWS Billing Conductor AWS CUR と標準 AWS CUR の違いを理解する 25
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請求グループごとのマージンの分析

AWS Billing Conductor のマージン概要とマージン詳細を使用して、マージンを集計または特定の請
求グループのマージンを分析できます。

個々の請求グループまたは一連の請求グループのマージンを表示するには、次の手順に従います。

トピック

• マージン概要を使用してマージンを集計して表示できます。

• AWS サービス マージンの詳細を使用してマージンを確認する

マージン概要を使用してマージンを集計して表示できます。

請求グループのマージンの概要を表示するには

1. https://console.aws.amazon.com/billingconductor/ AWS でビリングコンダクターを開きます。

2. ナビゲーションペインの「分析」で、「マージンサマリー」を選択します。

3. レポートタイプには、[すべての請求グループ] または [請求グループの選択] を選択します。

4. [請求グループを選択] を選択した場合は、請求期間と 1 つ以上の請求グループを選択します。

5. M onth-to-date 概要セクションでは、請求金額、AWS 費用、マージンを確認できます。

6. マージン分析は次の 2 つの方法で表示できます。

• 「パフォーマンス (過去 13 か月まで)」セクションの棒グラフとして表示。

• マージン分析表の表として使用。

マイナスのマージンは、グラフで赤色で表示され、マイナス金額とマイナスのパーセンテージが
示されます。

マージン分析表を理解する

請求グループのマージン分析テーブルは、デフォルトで逆の時系列でソートされます。次の項目を含
むすべての列でテーブルを並べ替えることができます。

• 月

• 請求金額

マージン概要を使用してマージンを集計して表示できます。 26
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• AWS コスト

• マージンの金額

• マージンのパーセント

グラフとテーブルは、選択した請求グループの過去 13 か月間の値を返します。請求グループが異な
る時間に作成された場合は、選択された最も古い請求グループの時間範囲を前提としています。

マージン分析テーブルをダウンロード可能な CSV ファイルにエクスポートできます。マージン分析
テーブルの横にある [CSV をダウンロード]を選択します。ダウンロードが自動的に開始します。

Note

請求グループのマージン分析を含む CSV ファイルをダウンロードするには、IAM ポリシー
に billingconductor:ListBillingGroupCostReport アクセス許可を追加する必要が
あります。

AWS サービス マージンの詳細を使用してマージンを確認する

請求グループのサービスごとのマージンを確認するには

1. https://console.aws.amazon.com/billingconductor/ AWS でビリング・コンダクターを開きます。

2. ナビゲーションペインの「分析」で、「マージンの詳細」を選択します。

3. [レポートパラメータ] で、請求期間と請求グループを選択します。

4. マージン分析は次の 2 つの方法で表示できます。

• 「上位 5 つのサービス別のマージントレンド」セクションの折れ線グラフとして表示。

• マージン分析表の表として。

マージントレンドチャートを理解する

マージンの詳細には、選択した請求期間におけるマージン別の上位 5 つのサービスを示す折れ線グ
ラフが表示されます。折れ線グラフには、比較できるように、過去 3 か月間の各サービスのマージ
ンが表示されます。

グラフには、選択した請求期間における各サービスのマージンを示す表も含まれています。この表に
は、過去 3 か月間に計算された平均マージンが表示されます。これには以下の列が含まれます。

AWS サービス マージンの詳細を使用してマージンを確認する 27
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• サービス名

• [Average] (平均)

• マージン

請求グループが過去 3 か月間ずっとアクティブではなかった場合、グラフには利用可能なコストレ
ポートデータのみが表示されます。

マージン分析表を理解する

請求グループのマージン分析表には以下の列があります。

• サービス名

• 請求金額

• AWS 費用

• マージンの金額

• マージンのパーセント

マージン分析テーブルをダウンロード可能な CSV ファイルにエクスポートできます。マージン分析
テーブルの横にある [CSV をダウンロード]を選択します。ダウンロードが自動的に開始します。

Note

請求グループのマージン分析を含む CSV ファイルをダウンロードするには、IAM ポリシー
に billingconductor:GetBillingGroupCostReport アクセス許可を追加する必要が
あります。

マージントレンドチャートを理解する 28
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請求グループの詳細の表示
このセクションを使用して、請求グループと料金プランの設定を確認するさまざまな方法と、作成後
の出力を確認できます。

請求グループ別の見積り設定の表示
請求グループの詳細を使用して、 AWS Billing Conductor で請求グループをモニタリング、分析、編
集できます。請求グループの詳細は、 month-to-date マージン分析、適用されたカスタム明細項目の
履歴、および必要に応じて請求グループを編集および削除する機能を提供します。

請求グループの詳細ページを表示するには

1. にサインイン AWS Management Console し、 で AWS Billing Conductor を開きますhttps:// 
console.aws.amazon.com/billingconductor/。

2. ナビゲーションペインで、[Billing groups] (請求グループ) を選択します。

3. 請求グループ テーブルで、請求グループ名を選択します。

リンクされたアカウントによる見積り設定の表示
Billing Conductor コンソールのアカウントインベントリツールを使用して、リンクされたアカウント
ごとに AWS 請求グループ設定を確認できます。

リンクされたアカウントで請求グループ設定を表示するには

1. にサインイン AWS Management Console し、 で AWS Billing Conductor を開きますhttps:// 
console.aws.amazon.com/billingconductor/。

2. ナビゲーションペインで、アカウントインベントリ を選択します。

3. アカウントインベントリテーブルで、アカウント ID を検索するか、フィルターを使用してアカ
ウント ID を検索します。

4. アカウントを選択して、アカウントと請求グループの設定を表示します。

カスタム価格ディメンションによる請求詳細の表示
請求グループと料金プランを作成して割り当てた後、管理下にある各請求グループの使用タイプの詳
細度で、カスタム請求ディメンションを表示できます。

請求グループ別の見積り設定の表示 29
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次の手順に従って、見積もりドメインでの請求の詳細を表示します。

見積もりの請求詳細を表示するには

1. で AWS Billing コンソールを開きますhttps://console.aws.amazon.com/billing/。

2. ナビゲーションペインで [Bills (請求書)] を選択します。

3. [billing details] (請求の詳細) の右上隅にある [Settings] (設定) を選択します。

4. [Pro forma data view] (見積もりデータビュー) を有効にします。

5. [Billing group] (請求グループ) で、分析する請求を選択します。

請求グループの使用状況をサービスおよび AWS リージョン別に分析して、 AWS Billing Conductor 
で定義されているレートと一致する、その使用コストを確認できます。

カスタム明細項目は、[請求の詳細] ページのサービス AWS Billing Conductor の下にあります。

カスタム価格ディメンションによる請求詳細の表示 30
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請求グループごとの Cost and Usage Report の設定

作成する請求グループごとに、プロフォーマ AWS コストと使用状況レポート (AWS CUR) を作成で
きます。プロフォーマAWS CUR には、標準 AWS CUR と同じファイル形式、詳細度、および列が
使用されており、所定の期間に使用可能なコストと使用状況データの最も包括的なセットが含まれて
います。

プロフォーマ AWS CUR は、所有している Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) バケット
に公開できます。

AWS では、お客様のバケットのレポートを CSV (カンマ区切り値) 形式、または Apache Parquet 形
式で 1 日 1 回更新します。Microsoft Excel や Apache OpenOffice Calc などのスプレッドシートソフ
トウェアを使用してレポートを表示できます。Amazon S3 または Amazon Athena API を使用して、
アプリケーションからアクセスすることもできます。標準 AWS の詳細については、AWS コストと
使用状況レポートユーザーガイドを参照してください。

次の手順を使用して、請求グループのプロフォーマ AWS CUR を生成します。

請求グループの見積もりの Cost and Usage Report を作成するには

1. AWS Billing コンソール https://console.aws.amazon.com/billing/ を開きます。

2. ナビゲーションペインで、[Cost & Usage Reports] (コストと使用状況レポート) を選択します。

3. [report table] (レポートテーブル) の右上にある [Settings] (設定) を選択します。

4. [Pro forma] (見積もり) データビューを有効にします。

5. [Enable] (有効化) を選択します。

6. [Create report (レポートを作成)] を選択します。

7. [レポート名] に、レポートの名前を入力します。

8. [Data view] (データビュー) で、[pro forma] (見積もり) を選択します。

9. [Billing group] (請求グループ) で、任意の請求グループを選択します。

10. [Additional report details] で、[Include resource IDs] を選択して各リソースの ID をレポートに含
めます。

11. [データ更新設定] で、請求書を確定した後、コストと使用状況データの新しい変更でAWS コス
トと使用状況レポートを更新するかどうかを選択します。レポートが更新されると、新しいレ
ポートが Amazon S3 にアップロードされます。
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Note

請求グループのコストと使用状況レポートには、クレジット、税金、またはサポート料
金は含まれていません。

12. [Next] (次へ) をクリックします。

13. [S3 バケット] で、[設定] を選択します。

14. [S3 バケットの設定] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• ドロップダウンリストから既存のバケットを選択し、[Next] (次へ) を選択します。

• バケット名と、新しいバケットを作成する AWS リージョンを入力し、[Next] (次へ) を選択し
ます。

15. [I have confirmed that this policy is correct] (このポリシーが正しいことを確認しました) を選択
した後、[Save] (保存) を選択します。

16. [Report path prefix (レポートパスのプレフィックス)] に、レポート名に付加するレポートパスの
プレフィックスを入力します。

この手順は Amazon Redshift または Amazon QuickSight ではオプションですが、Amazon 
Athena では必須です。

プレフィックスを指定しない場合、既定のプレフィックスは、ステップ 4 でレポートに指定し
た名前とレポートの日付範囲です。形式は次のとおりです。

/report-name/date-range/

17. [Time granularity] で、次のいずれかを選択します。

• Hourly: レポートの明細項目を 1 時間ごとに集計する場合に選択します。

• Daily: レポートの明細項目を 1 日ごとに集計する場合に選択します。

18. [Report versioning (レポートバージョニング)] で、レポートの各バージョンでレポートの以前の
バージョンを上書きするのか、以前のバージョンに加えて配信するのかを選択します。

19. [Enable report data integration for] (レポートデータ統合の有効化) で、Cost and Usage Report 
を Amazon Athena、Amazon Redshift、または Amazon QuickSight にアップロードできるよう
にするかを選択します。レポートは、以下の形式で圧縮されています。

• Athena: parquet 圧縮

• Amazon Redshift または Amazon QuickSight: .gz 圧縮

32



AWS Billing Conductor ユーザーガイド

20. [Next] (次へ) をクリックします。

21. レポートの設定を確認したら、[Review and Complete] (確認して完了) を選択します。
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での見積りコストに対するアドホック分析の実行 AWS Cost 
Explorer
AWS アカウント Billing Conductor 請求グループの は、Cost Explorer で見積りコストを分析、予
測、レポートできます。請求グループのプライマリアカウントは、グループ内のすべてのアカウント
のためにこれらのアクティビティを実行できます。を使用している場合AWS Organizations、管理ア
カウントは Cost Explorer で見積りコストを分析、予測、またはレポートできません。

請求グループ管理アカウント (請求グループメンバー) は、請求グループのメンバーであった請求期
間のコストと使用状況データを表示でき、見積もりデータを使用できます。請求対象のコストと使用
状況の履歴データを表示することはできません。

メモ

• Billing Conductor マネージドアカウント (請求グループメンバー) は、Cost Explorer で見積
もりコストを確認できます。

• 時間単位の粒度データは、Cost Explorer では見積もりコストをサポートしていません。

• Cost Explorer がサポートするコアワークフローの詳細については、「AWS Cost 
Management ユーザーガイド」の「Cost Explorer を使用してデータを探索する」を参照し
てください。

見積もりコストAWS サービスをサポートする のリストについては、「」を参照してくださいAWS 
サービス 見積もりコストをサポートする。
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AWS サービス 見積もりコストをサポートする

次の クラウド財務管理サービスとその機能は、見積もりコストをサポートします。

サービスと特徴 AWS アカウント タイプ別のサポートレベル

  支払者 (管理アカウン
ト)

プライマリアカウン 
ト

リンク済み (メンバー
アカウント)

AWS Cost and Usage 
Report

はい はい はい

分割コストの配分 いいえ いいえ いいえ

AWS Billing いいえ はい はい

ダッシュボード いいえ はい はい

請求の詳細 はい はい はい

CSV をダウンロード
する

いいえ いいえ いいえ

AWS Cost Explorer いいえ はい はい

予測 いいえ はい はい

レポートを保存する いいえ はい はい

適切なサイズ設定に 
関する推奨事項

いいえ いいえ いいえ

コスト異常モニター いいえ いいえ いいえ

Savings Plans に関す
る推奨事項

いいえ いいえ いいえ

Savings Plans 使用状
況レポート

いいえ いいえ いいえ
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サービスと特徴 AWS アカウント タイプ別のサポートレベル

Savings Plans カバ
レッジレポート

いいえ いいえ いいえ

予約のレコメンデー 
ション

いいえ いいえ いいえ

予約の使用状況レポ 
ート

いいえ いいえ いいえ

予約カバレッジレポ 
ート

いいえ いいえ いいえ

AWS Budgets いいえ いいえ いいえ

予算レポート いいえ いいえ いいえ

見積もりコストをサポートしていないサービスや機能については、 AWS 請求書と一致する請求可能
な料金でコスト AWS アカウント を確認できます。

関連情報

請求可能な返金、クレジット、割引に対するリンクされたアカウントのアクセスを管理するには、コ
スト管理コンソールの [詳細設定] ページの [AWS Cost Explorer] セクションを参照してください。

これらのサービスや機能に関する特定の請求可能な料金を IAM エンティティに表示したくない場合
は、IAM ポリシーを使用してアクセスを拒否できます。IAM ポリシーの例については、「Billing and 
Cost Explorer による、見積りコストをサポートしていないサービスや機能へのアクセスを拒否す
る」を参照してください。

IAM ポリシーをカスタマイズして、特定の許可を付与または拒否することもできます。Billing and 
Cost Management の IAM アクションの詳細なリストについては、次のトピックを参照してくださ
い。

• 「AWS Cost Management  ユーザーガイド」の「AWS Cost Management のアクセスコントロー
ルの移行」

• 「AWS Billing のアクセスコントロールの移行」および「AWS Billing  ユーザーガイド」
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AWS Billing Conductor API を使用する場合
Billing Conductor API は、Java、Python、.NET、Go で利用できます。Billing Conductor でリリース
された新機能は API としても利用できます。

AWS Billing Conductor API の詳細については、「AWS Billing Conductor API リファレンス」を参照
してください。
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AWS Billing Conductor のセキュリティ

のクラウドセキュリティが最優先事項 AWS です。お客様は AWS 、セキュリティを最も重視する組
織の要件を満たすように構築されたデータセンターとネットワークアーキテクチャからメリットを得
られます。

セキュリティは、 AWS とユーザーの間で共有される責任です。責任共有モデルでは、これをクラウ
ドのセキュリティおよびクラウド内のセキュリティと説明しています。

• クラウドのセキュリティ — クラウドで AWS サービスを実行するインフラストラクチャを保護す
る責任 AWS は AWS にあります。 AWS また、 では、安全に使用できるサービスも提供していま
す。コンプライアンスAWS プログラムコンプライアンスプログラム の一環として、サードパー
ティーの監査者は定期的にセキュリティの有効性をテストおよび検証。 AWS Billing Conductor に
適用されるコンプライアンスプログラムの詳細については、「コンプライアンスプログラムAWS
による対象範囲内のサービスコンプライアンスプログラム」を参照してください。

• クラウドのセキュリティ — お客様の責任は、使用する AWS サービスによって決まります。ま
た、お客様は、データの機密性、会社の要件、適用される法律や規制など、その他の要因について
も責任を負います。

このドキュメントは、 AWS Billing Conductor を使用する際の責任共有モデルの適用方法を理解する
のに役立ちます。以下のトピックでは、セキュリティおよびコンプライアンスの目的を達成するため
に AWS Billing Conductor を設定する方法を示します。また、 AWS Billing Conductor リソースのモ
ニタリングや保護に役立つ他の AWSのサービスの使用方法についても説明します。

トピック

• AWS Billing Conductor でのデータ保護

• の Identity and Access Management AWS Billing Conductor

• AWS Billing Conductor でのログ記録とモニタリング

• AWS Billing Conductor のコンプライアンス検証

• AWS Billing Conductor の耐障害性

• AWS Billing Conductor のインフラストラクチャセキュリティ
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AWS Billing Conductor でのデータ保護

責任 AWS 共有モデル、 AWS Billing Conductor でのデータ保護に適用されます。このモデルで説明
されているように、 AWS はすべての を実行するグローバルインフラストラクチャを保護する責任
があります AWS クラウド。お客様は、このインフラストラクチャでホストされているコンテンツに
対する管理を維持する責任があります。また、使用する AWS サービス のセキュリティ設定と管理
タスクもユーザーの責任となります。データプライバシーの詳細については、「データプライバシー
FAQ」を参照してください。欧州におけるデータ保護の詳細については、AWS 「 セキュリティブロ
グ」のAWS 「責任共有モデル」とGDPRブログ記事を参照してください。

データ保護の目的で、認証情報を保護し AWS アカウント 、 AWS IAM Identity Center または AWS 
Identity and Access Management () を使用して個々のユーザーを設定することをお勧めしますIAM。
この方法により、それぞれのジョブを遂行するために必要な権限のみが各ユーザーに付与されます。
また、次の方法でデータを保護することもお勧めします:

• 各アカウントで多要素認証 (MFA) を使用します。

• SSL/TLS を使用して AWS リソースと通信します。1TLS.2 が必要で、1.3 TLS をお勧めします。

• を使用して APIおよびユーザーアクティビティのログ記録を設定します AWS CloudTrail。

• AWS 暗号化ソリューションと、 内のすべてのデフォルトのセキュリティコントロールを使用しま
す AWS サービス。

• Amazon Macie などの高度なマネージドセキュリティサービスを使用します。これらは、Amazon 
S3 に保存されている機密データの検出と保護を支援します。

• コマンドラインインターフェイスまたは AWS を介して にアクセスするときに FIPS 140-3 検証済
みの暗号化モジュールが必要な場合はAPI、FIPSエンドポイントを使用します。利用可能なFIPS
エンドポイントの詳細については、「連邦情報処理標準 (FIPS) 140-3」を参照してください。

お客様の E メールアドレスなどの極秘または機密情報は、タグ、または名前フィールドなどの自由
形式のテキストフィールドに配置しないことを強くお勧めします。これは、コンソール、、または 
を使用して AWS Billing Conductor または他の AWS サービス を使用する場合API AWS CLIも同様で
す AWS SDKs。名前に使用する自由記述のテキストフィールドやタグに入力したデータは、課金や
診断ログに使用される場合があります。URL を外部サーバーに提供する場合は、そのサーバーへの
リクエストを検証URLするために認証情報を に含めないことを強くお勧めします。
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の Identity and Access Management AWS Billing Conductor

AWS Identity and Access Management （IAM) は、管理者が AWS リソースへのアクセスを安全に
制御 AWS サービス するのに役立つ です。IAM 管理者は、誰を認証 (サインイン) し、誰に Billing 
Conductor リソースの使用を承認する (アクセス許可を付与する) かを制御します。IAM は追加料金
なしで AWS サービス 使用できる です。

トピック

• 対象者

• アイデンティティを使用した認証

• ポリシーを使用したアクセスの管理

• と の AWS Billing Conductor 連携方法 IAM

• AWS Billing Conductor アイデンティティベースのポリシーの例

• AWSAWS Billing Conductor の マネージドポリシー

• AWS Billing Conductor リソースベースのポリシーの例

• AWS Billing Conductor ID とアクセスのトラブルシューティング

対象者

AWS Identity and Access Management （IAM) の使用方法は、Billing Conductor で行う作業によって
異なります。

サービスユーザー – 業務遂行に Billing Conductor サービスを使用する場合、管理者から必要な認証
情報と許可が提供されます。業務遂行のためにより多くの Billing Conductor 機能を使用するにつれ
て、追加のアクセス許可が必要になる場合があります。アクセスの管理方法を理解しておくと、管理
者に適切な許可をリクエストするうえで役立ちます。 Billing Conductor の機能にアクセスできない
場合は、「AWS Billing Conductor ID とアクセスのトラブルシューティング」を参照してください。

サービス管理者 – Billing Conductor リソースの社内担当者には、Billing Conductor に対するフルアク
セスが付与されているはずです。サービスユーザーがどの Billing Conductor 機能やリソースにアク
セスするかを決定するのは、管理者の仕事です。次に、サービスユーザーのアクセス許可を変更する
リクエストをIAM管理者に送信する必要があります。このページの情報を確認して、 の基本概念を
理解してくださいIAM。会社で Billing Conductor IAMを使用する方法の詳細については、「」を参照
してくださいと の AWS Billing Conductor 連携方法 IAM。
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IAM 管理者 – IAM管理者は、 Billing Conductor へのアクセスを管理するポリシーの作成方法の詳細
について確認する場合があります。で使用できる Billing Conductor アイデンティティベースのポリ
シーの例を表示するにはIAM、「」を参照してくださいAWS Billing Conductor アイデンティティ
ベースのポリシーの例。

アイデンティティを使用した認証

認証とは、ID 認証情報 AWS を使用して にサインインする方法です。として、IAMユーザーとして 
AWS アカウントのルートユーザー、または IAMロールを引き受けることによって認証 （ にサイン
イン AWS) される必要があります。

ID ソースを介して提供された認証情報を使用して、フェデレーティッド ID AWS として にサインイ
ンできます。 AWS IAM Identity Center （IAM Identity Center) ユーザー、会社のシングルサインオン
認証、Google または Facebook の認証情報は、フェデレーティッド ID の例です。フェデレーティッ
ド ID としてサインインすると、管理者は以前に IAMロールを使用して ID フェデレーションをセッ
トアップしていました。フェデレーション AWS を使用して にアクセスすると、間接的にロールを
引き受けることになります。

ユーザーのタイプに応じて、 AWS Management Console または AWS アクセスポータルにサインイ
ンできます。へのサインインの詳細については AWS、「 ユーザーガイド」の「 にサインインする
方法 AWS アカウントAWS サインイン 」を参照してください。

AWS プログラムで にアクセスする場合、 はソフトウェア開発キット (SDK) とコマンドラインイ
ンターフェイス (CLI) AWS を提供し、認証情報を使用してリクエストに暗号で署名します。 AWS 
ツールを使用しない場合は、リクエストに自分で署名する必要があります。推奨される方法を使用し
てリクエストを自分で署名する方法の詳細については、「 IAMユーザーガイド」のAWS API「リク
エストの署名」を参照してください。

使用する認証方法を問わず、追加セキュリティ情報の提供をリクエストされる場合もあります。例え
ば、 AWS では、アカウントのセキュリティを高めるために多要素認証 (MFA) を使用することをお
勧めします。詳細については、「 AWS IAM Identity Center ユーザーガイド」の「多要素認証」およ
び「 ユーザーガイド」の「 での多要素認証 (MFA） AWS IAM の使用」を参照してください。

AWS アカウントのルートユーザー

を作成するときは AWS アカウント、アカウント内のすべての およびリソースへの AWS サービス 
完全なアクセス権を持つ 1 つのサインインアイデンティティから始めます。この ID は AWS アカウ
ント ルートユーザーと呼ばれ、アカウントの作成に使用した E メールアドレスとパスワードでサイ
ンインすることでアクセスできます。日常的なタスクには、ルートユーザーを使用しないことを強く
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お勧めします。ルートユーザーの認証情報は保護し、ルートユーザーでしか実行できないタスクを実
行するときに使用します。ルートユーザーとしてサインインする必要があるタスクの完全なリストに
ついては、「 IAMユーザーガイド」の「ルートユーザーの認証情報を必要とするタスク」を参照し
てください。

IAM ユーザーとグループ

IAM ユーザーは、単一のユーザーまたはアプリケーションに対して特定のアクセス許可 AWS アカ
ウント を持つ 内のアイデンティティです。可能な場合は、パスワードやアクセスキーなどの長期的
な認証情報を持つIAMユーザーを作成するのではなく、一時的な認証情報を使用することをお勧めし
ます。ただし、IAMユーザーとの長期的な認証情報を必要とする特定のユースケースがある場合は、
アクセスキーをローテーションすることをお勧めします。詳細については、「 ユーザーガイド」の
「長期的な認証情報を必要とするユースケースでアクセスキーを定期的にローテーションするIAM」
を参照してください。

IAM グループは、IAMユーザーのコレクションを指定するアイデンティティです。グループとしてサ
インインすることはできません。グループを使用して、複数のユーザーに対して一度に権限を指定で
きます。多数のユーザーグループがある場合、グループを使用することで権限の管理が容易になりま
す。例えば、 という名前のグループを作成しIAMAdmins、そのグループにIAMリソースを管理する
アクセス許可を付与できます。

ユーザーは、ロールとは異なります。ユーザーは 1 人の人または 1 つのアプリケーションに一意に
関連付けられますが、ロールはそれを必要とする任意の人が引き受けるようになっています。ユー
ザーには永続的な長期の認証情報がありますが、ロールでは一時認証情報が提供されます。詳細につ
いては、「 ユーザーガイド」のIAM「 (ロールの代わりに) ユーザーを作成する場合IAM」を参照し
てください。

IAM ロール

IAM ロールは、特定のアクセス許可 AWS アカウント を持つ 内のアイデンティティです。これは 
IAM ユーザーと似ていますが、特定のユーザーに関連付けられていません。IAM ロール を切り替え
る AWS Management Console ことで、 で ロールを一時的に引き受けることができます。ロールを
引き受けるには、 または AWS API オペレーションを AWS CLI 呼び出すか、カスタム を使用します
URL。ロールの使用方法の詳細については、「 ユーザーガイド」のIAM「ロールの使用IAM」を参照
してください。

IAM 一時的な認証情報を持つ ロールは、以下の状況で役立ちます。

• フェデレーションユーザーアクセス – フェデレーティッド ID に許可を割り当てるには、ロール
を作成してそのロールの許可を定義します。フェデレーティッド ID が認証されると、その ID は
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ロールに関連付けられ、ロールで定義されている許可が付与されます。フェデレーションのロー
ルの詳細については、「 ユーザーガイド」の「サードパーティー ID プロバイダーのロールの作
成IAM」を参照してください。IAM Identity Center を使用する場合は、アクセス許可セットを設
定します。ID が認証後にアクセスできる内容を制御するために、IAMIdentity Center はアクセス
許可セットを のロールに関連付けますIAM。アクセス許可セットの詳細については、「AWS IAM 
Identity Center ユーザーガイド」の「アクセス許可セット」を参照してください。

• 一時的なIAMユーザーアクセス許可 – IAM ユーザーまたはロールは、 IAMロールを引き受けて、特
定のタスクに対して異なるアクセス許可を一時的に引き受けることができます。

• クロスアカウントアクセス – IAMロールを使用して、別のアカウントのユーザー (信頼されたプリ
ンシパル) がアカウントのリソースにアクセスすることを許可できます。クロスアカウントアク
セスを許可する主な方法は、ロールを使用することです。ただし、一部の では AWS サービス、 
(ロールをプロキシとして使用する代わりに) ポリシーをリソースに直接アタッチできます。クロ
スアカウントアクセスのロールとリソースベースのポリシーの違いについては、「 ユーザーガイ
ド」の「 でのクロスアカウントリソースアクセスIAMIAM」を参照してください。

• クロスサービスアクセス — 一部の は、他の の機能 AWS サービス を使用します AWS サービ
ス。例えば、サービスで呼び出しを行うと、そのサービスが Amazon でアプリケーションを実行
EC2したり、Amazon S3 にオブジェクトを保存したりするのが一般的です。サービスでは、呼び
出し元プリンシパルの許可、サービスロール、またはサービスリンクロールを使用してこれを行う
場合があります。

• 転送アクセスセッション (FAS） – IAM ユーザーまたはロールを使用して でアクションを実行す
ると AWS、プリンシパルと見なされます。一部のサービスを使用する際に、アクションを実行
することで、別のサービスの別のアクションがトリガーされることがあります。FAS は、 を呼
び出すプリンシパルのアクセス許可を AWS サービス、ダウンストリームサービス AWS サービ
ス へのリクエストのリクエストと組み合わせて使用します。FAS リクエストは、サービスが他
の AWS サービス またはリソースとのやり取りを完了する必要があるリクエストを受け取った
場合にのみ行われます。この場合、両方のアクションを実行するための権限が必要です。FAS 
リクエストを行う際のポリシーの詳細については、「転送アクセスセッション」を参照してくだ
さい。

• サービスロール – サービスロールは、ユーザーに代わってアクションを実行するためにサービ
スが引き受ける IAMロールです。IAM 管理者は、 内からサービスロールを作成、変更、削除で
きますIAM。詳細については、「 ユーザーガイド」の「 にアクセス許可を委任するロールの作
成 AWS サービスIAM」を参照してください。

• サービスにリンクされたロール – サービスにリンクされたロールは、 にリンクされたサービス
ロールの一種です AWS サービス。サービスは、ユーザーに代わってアクションを実行するロー
ルを引き受けることができます。サービスにリンクされたロールは に表示され AWS アカウン
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ト 、サービスによって所有されます。IAM 管理者は、サービスにリンクされたロールのアクセ
ス許可を表示できますが、編集することはできません。

• Amazon で実行されているアプリケーション EC2 – IAMロールを使用して、EC2インスタンスで実
行され、 AWS CLI または AWS API リクエストを行うアプリケーションの一時的な認証情報を管
理できます。これは、EC2インスタンス内にアクセスキーを保存するよりも望ましいです。 AWS 
ロールをEC2インスタンスに割り当て、そのすべてのアプリケーションで使用できるようにする
には、インスタンスにアタッチされたインスタンスプロファイルを作成します。インスタンスプ
ロファイルには ロールが含まれており、EC2インスタンスで実行されているプログラムが一時的
な認証情報を取得できるようにします。詳細については、「 ユーザーガイド」の「 IAMロールを
使用して Amazon EC2インスタンスで実行されているアプリケーションにアクセス許可を付与す
るIAM」を参照してください。

IAM ロールとIAMユーザーのどちらを使用するかについては、「 ユーザーガイド」の「 (ユーザーで
はなく) IAMロールを作成する場合IAM」を参照してください。

ポリシーを使用したアクセスの管理

でアクセスを制御する AWS には、ポリシーを作成し、 AWS ID またはリソースにアタッチします。
ポリシーは AWS 、アイデンティティまたはリソースに関連付けられているときにアクセス許可を
定義する のオブジェクトです。 は、プリンシパル (ユーザー、ルートユーザー、またはロールセッ
ション) がリクエストを行うときに、これらのポリシー AWS を評価します。ポリシーでの権限によ
り、リクエストが許可されるか拒否されるかが決まります。ほとんどのポリシーはJSONドキュメ
ント AWS として に保存されます。JSON ポリシードキュメントの構造と内容の詳細については、
「 ユーザーガイド」のJSON「ポリシーの概要IAM」を参照してください。

管理者はポリシーを使用して AWS JSON、誰が何にアクセスできるかを指定できます。つまり、ど
のプリンシパルがどのリソースに対してどのような条件下でアクションを実行できるかということで
す。

デフォルトでは、ユーザーやロールに権限はありません。必要なリソースに対してアクションを実
行するアクセス許可をユーザーに付与するために、IAM管理者はIAMポリシーを作成できます。その
後、管理者はIAMポリシーをロールに追加し、ユーザーはロールを引き受けることができます。

IAM ポリシーは、オペレーションの実行に使用するメソッドに関係なく、アクションのアクセス許
可を定義します。例えば、iam:GetRoleアクションを許可するポリシーがあるとします。そのポリ
シーを持つユーザーは、 AWS Management Console、、 AWS CLIまたは AWS からロール情報を取
得できますAPI。
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アイデンティティベースのポリシー

ID ベースのポリシーは、IAMユーザー、ユーザーのグループ、ロールなどの ID にアタッチできる
JSONアクセス許可ポリシードキュメントです。これらのポリシーは、ユーザーとロールが実行でき
るアクション、リソース、および条件をコントロールします。アイデンティティベースのポリシーを
作成する方法については、「 ユーザーガイド」のIAM「ポリシーの作成IAM」を参照してください。

アイデンティティベースのポリシーは、さらにインラインポリシーまたはマネージドポリシーに分
類できます。インラインポリシーは、単一のユーザー、グループ、またはロールに直接埋め込まれ
ています。管理ポリシーは、 内の複数のユーザー、グループ、ロールにアタッチできるスタンドア
ロンポリシーです AWS アカウント。管理ポリシーには、 AWS 管理ポリシーとカスタマー管理ポ
リシーが含まれます。管理ポリシーとインラインポリシーのどちらかを選択する方法については、
IAM ユーザーガイドの「管理ポリシーとインラインポリシーの選択」を参照してください。

リソースベースのポリシー

リソースベースのポリシーは、リソースにアタッチするJSONポリシードキュメントです。リソース
ベースのポリシーの例としては、IAMロールの信頼ポリシー や Amazon S3 バケットポリシー など
があります。リソースベースのポリシーをサポートするサービスでは、サービス管理者はポリシー
を使用して特定のリソースへのアクセスをコントロールできます。ポリシーがアタッチされているリ
ソースの場合、指定されたプリンシパルがそのリソースに対して実行できるアクションと条件は、ポ
リシーによって定義されます。リソースベースのポリシーでは、プリンシパルを指定する必要があり
ます。プリンシパルには、アカウント、ユーザー、ロール、フェデレーティッドユーザー、または 
を含めることができます AWS サービス。

リソースベースのポリシーは、そのサービス内にあるインラインポリシーです。リソースベースのポ
リシーIAMでは、 の AWS 管理ポリシーを使用できません。

アクセスコントロールリスト (ACLs）

アクセスコントロールリスト (ACLs) は、リソースへのアクセス許可を持つプリンシパル (アカウン
トメンバー、ユーザー、またはロール) を制御します。ACLs はリソースベースのポリシーに似てい
ますが、JSONポリシードキュメント形式を使用しません。

Amazon S3、 AWS WAF、および Amazon VPCは、 をサポートするサービスの例ですACLs。の詳
細についてはACLs、Amazon Simple Storage Service デベロッパーガイドの「アクセスコントロー
ルリスト (ACL) の概要」を参照してください。
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その他のポリシータイプ

AWS は、一般的ではない追加のポリシータイプをサポートします。これらのポリシータイプでは、
より一般的なポリシータイプで付与された最大の権限を設定できます。

• アクセス許可の境界 – アクセス許可の境界は、アイデンティティベースのポリシーがIAMエンティ
ティ (IAMユーザーまたはロール) に付与できるアクセス許可の上限を設定する高度な機能です。エ
ンティティにアクセス許可の境界を設定できます。結果として得られる権限は、エンティティの
アイデンティティベースポリシーとそのアクセス許可の境界の共通部分になります。Principal
フィールドでユーザーまたはロールを指定するリソースベースのポリシーでは、アクセス許可の境
界は制限されません。これらのポリシーのいずれかを明示的に拒否した場合、権限は無効になりま
す。アクセス許可の境界の詳細については、「 IAMユーザーガイド」の「 IAMエンティティのア
クセス許可の境界」を参照してください。

• サービスコントロールポリシー (SCPs） – SCPsは、 の組織または組織単位 (OU) に対する最大ア
クセス許可を指定するJSONポリシーです AWS Organizations。 AWS Organizations は、 AWS ア
カウント ビジネスが所有する複数の をグループ化して一元管理するためのサービスです。組織内
のすべての機能を有効にすると、サービスコントロールポリシー (SCPs) をアカウントの一部また
はすべてに適用できます。は、各 を含むメンバーアカウントのエンティティのアクセス許可SCP
を制限します AWS アカウントのルートユーザー。Organizations と の詳細についてはSCPs、「
AWS Organizations ユーザーガイド」の「サービスコントロールポリシー」を参照してください。

• セッションポリシー - セッションポリシーは、ロールまたはフェデレーションユーザーの一時的な
セッションをプログラムで作成する際にパラメータとして渡す高度なポリシーです。結果として
セッションの権限は、ユーザーまたはロールのアイデンティティベースポリシーとセッションポ
リシーの共通部分になります。また、リソースベースのポリシーから権限が派生する場合もありま
す。これらのポリシーのいずれかを明示的に拒否した場合、権限は無効になります。詳細について
は、「 ユーザーガイド」の「セッションポリシーIAM」を参照してください。

複数のポリシータイプ

1 つのリクエストに複数のタイプのポリシーが適用されると、結果として作成される権限を理解する
のがさらに難しくなります。複数のポリシータイプが関係する場合にリクエストを許可するかどうか 
AWS を決定する方法については、「 ユーザーガイド」の「ポリシー評価ロジックIAM」を参照して
ください。
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と の AWS Billing Conductor 連携方法 IAM

IAM を使用して Billing Conductor へのアクセスを管理する前に、Billing Conductor で使用できるIAM
機能を理解しておく必要があります。Billing Conductor およびその他の AWS のサービスが と連携す
る方法の概要を把握するにはIAM、「 IAMユーザーガイド」のAWS 「 と連携IAMする のサービス」
を参照してください。

トピック

• Billing Conductor のアイデンティティベースのポリシー

• Billing Conductor のリソースベースのポリシー

• アクセスコントロールリスト (ACLs）

• Billing Conductor タグに基づく承認

• Billing Conductor IAMロール

Billing Conductor のアイデンティティベースのポリシー

IAM アイデンティティベースのポリシーでは、許可または拒否されたアクションとリソース、およ
びアクションが許可または拒否される条件を指定できます。Billing Conductor は、特定のアクショ
ン、リソース、条件キーをサポートしています。JSON ポリシーで使用するすべての要素について
は、 ユーザーガイドのIAMJSON「ポリシー要素のリファレンスIAM」を参照してください。

アクション

管理者はポリシーを使用して AWS JSON、誰が何にアクセスできるかを指定できます。つまり、ど
のプリンシパルがどのリソースに対してどのような条件下でアクションを実行できるかということで
す。

JSON ポリシーの Action要素は、ポリシーでアクセスを許可または拒否するために使用できるアク
ションを記述します。ポリシーアクションの名前は通常、関連する AWS APIオペレーションと同じ
です。一致するAPIオペレーションがないアクセス許可のみのアクションなど、いくつかの例外があ
ります。また、ポリシーに複数のアクションが必要なオペレーションもあります。これらの追加アク
ションは、依存アクションと呼ばれます。

このアクションは、関連付けられたオペレーションを実行するための権限を付与するポリシーで使用
されます。

Billing Conductor のポリシーアクションは、アクション Billing Conductor: の前に次のプレ
フィックスを使用します。例えば、Amazon EC2RunInstancesAPIオペレーションで Amazon EC2
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インスタンスを実行するアクセス許可を付与するには、ポリシーに ec2:RunInstancesアクション
を含めます。ポリシーステートメントには、Action または NotAction 要素を含める必要がありま
す。Billing Conductor は、このサービスで実行できるタスクを記述する独自のアクションのセットを
定義します。

単一ステートメントに複数アクションを指定するには、次のようにカンマで区切ります:

"Action": [ 
      "ec2:action1", 
      "ec2:action2"

ワイルドカード (*) を使用して複数アクションを指定できます。例えば、Describe という単語で始
まるすべてのアクションを指定するには、次のアクションを含めます。

"Action": "ec2:Describe*"

Billing Conductor アクションのリストを確認するには、「 ユーザーガイド」の AWS 「 Billing 
Conductor で定義されるアクションIAM」を参照してください。

リソース

管理者はポリシーを使用して AWS JSON、誰が何にアクセスできるかを指定できます。つまり、ど
のプリンシパルがどのリソースに対してどのような条件下でアクションを実行できるかということで
す。

Policy ResourceJSON要素は、アクションが適用されるオブジェクトを指定します。ステートメン
トには、Resource または NotResource 要素を含める必要があります。ベストプラクティスとし
て、Amazon リソースネーム (ARN) を使用してリソースを指定します。これは、リソースレベルの
許可と呼ばれる特定のリソースタイプをサポートするアクションに対して実行できます。

オペレーションのリスト化など、リソースレベルの権限をサポートしないアクションの場合は、ス
テートメントがすべてのリソースに適用されることを示すために、ワイルドカード (*) を使用しま
す。

"Resource": "*"

Amazon EC2インスタンスリソースには、次の がありますARN。
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arn:${Partition}:ec2:${Region}:${Account}:instance/${InstanceId}

の形式の詳細についてはARNs、「Amazon リソースネーム (ARNs）」および AWS 「サービス名前
空間」を参照してください。

例えば、 ステートメントでi-1234567890abcdef0インスタンスを指定するには、次の を使用しま
すARN。

"Resource": "arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:instance/i-1234567890abcdef0"

特定のアカウントに属するすべてのインスタンスを指定するには、ワイルドカード (*) を使用しま
す。

"Resource": "arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:instance/*"

リソースを作成するためのアクションなど、一部の Billing Conductor は特定のリソースでは実行で
きません。このような場合は、ワイルドカード *を使用する必要があります。

"Resource": "*"

多くの Amazon EC2APIアクションには複数のリソースが含まれます。例えば、 は Amazon EBSボ
リュームをインスタンスにアAttachVolumeタッチするため、IAMユーザーはボリュームとインスタ
ンスを使用するためのアクセス許可を持っている必要があります。1 つのステートメントで複数のリ
ソースを指定するには、 をカンマARNsで区切ります。

"Resource": [ 
      "resource1", 
      "resource2"

Billing Conductor のリソースタイプとその のリストを確認するにはARNs、「 ユーザーガイド」の 
AWS 「 Billing Conductor で定義されるリソースIAM」を参照してください。各リソースARNの を指
定できるアクションについては、AWS 「 Billing Conductor で定義されるアクション」を参照してく
ださい。

条件キー

管理者はポリシーを使用して AWS JSON、誰が何にアクセスできるかを指定できます。つまり、ど
のプリンシパルが、どのリソースに対してどのような条件下でアクションを実行できるかということ
です。
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Condition 要素 (または Condition ブロック) を使用すると、ステートメントが有効な条件を指定
できます。Condition 要素はオプションです。イコールや未満などの 条件演算子 を使用して条件
式を作成することで、ポリシーの条件とリクエスト内の値を一致させることができます。

1 つのステートメントに複数の Condition 要素を指定する場合、または 1 つの Condition 要素に
複数のキーを指定する場合、 AWS では AND 論理演算子を使用してそれらを評価します。1 つの条
件キーに複数の値を指定すると、 は論理ORオペレーションを使用して条件 AWS を評価します。ス
テートメントの権限が付与される前にすべての条件が満たされる必要があります。

条件を指定する際にプレースホルダー変数も使用できます。例えば、IAMユーザー名でタグ付けされ
ている場合にのみ、リソースにアクセスするアクセス許可をIAMユーザーに付与できます。詳細につ
いては、「 ユーザーガイド」のIAM「ポリシー要素: 変数とタグIAM」を参照してください。

AWS は、グローバル条件キーとサービス固有の条件キーをサポートします。すべての AWS グ
ローバル条件キーを確認するには、「 ユーザーガイド」のAWS 「 グローバル条件コンテキスト
キーIAM」を参照してください。

Billing Conductor は独自の条件キーのセットを定義し、一部のグローバル条件キーの使用をサポート
しています。すべての AWS グローバル条件キーを確認するには、「 IAMユーザーガイドAWS 」の
「グローバル条件コンテキストキー」を参照してください。

すべての Amazon EC2アクションは、 aws:RequestedRegionおよび ec2:Region条件キーをサ
ポートします。詳細については、「例: 特定のリージョンへのアクセスの制限」を参照してくださ
い。

Billing Conductor の条件キーのリストを確認するには、「 IAMユーザーガイド」のAWS 「 Billing 
Conductor の条件キー」を参照してください。条件キーを使用できるアクションとリソースについて
は、AWS 「 Billing Conductor で定義されるアクション」を参照してください。

例

Billing Conductor のアイデンティティベースのポリシー例を確認するには、「AWS Billing Conductor 
アイデンティティベースのポリシーの例」を参照してください。

Billing Conductor のリソースベースのポリシー

リソースベースのポリシーは、指定されたプリンシパルが Billing Conductor リソースに対して実行
できるアクションと条件を指定するJSONポリシードキュメントです。Amazon S3 が Amazon S3 の
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リソースベースのアクセス許可ポリシーをサポート buckets。 リソースベースのポリシーでは、リ
ソースごとに他の アカウントに使用許可を付与できます。リソースベースのポリシーを使用して、 
AWS サービスが Amazon S3 にアクセスすることを許可することもできます。buckets.

クロスアカウントアクセスを有効にするには、リソースベースのポリシー のプリンシパルとして、
アカウント全体または別のアカウントのIAMエンティティを指定できます。リソースベースのポリ
シーにクロスアカウントのプリンシパルを追加しても、信頼関係は半分しか確立されない点に注意
してください。プリンシパルとリソースが異なる AWS アカウントにある場合は、プリンシパルエン
ティティにリソースへのアクセス許可も付与する必要があります。アクセス許可は、アイデンティ
ティベースのポリシーをエンティティにアタッチすることで付与します。ただし、リソースベースの
ポリシーで、同じアカウントのプリンシパルへのアクセス権が付与されている場合は、ID ベースの
ポリシーをさらに付与する必要はありません。詳細については、「 ユーザーガイド」のIAM「ロー
ルとリソースベースのポリシーの違い」を参照してください。 IAM

Amazon S3 サービスは、 と呼ばれる 1 つのタイプのリソースベースのポリシーのみをサポートしま
す。 bucket ポリシー 。これは にアタッチされます。bucket。 このポリシーは、 でアクション
を実行できるプリンシパルエンティティ (アカウント、ユーザー、ロール、フェデレーティッドユー
ザー) を定義します。Billing Conductor.

例

Billing Conductor のリソースベースのポリシー例を確認するには、「AWS Billing Conductor リソー
スベースのポリシーの例」を参照してください。

アクセスコントロールリスト (ACLs）

アクセスコントロールリスト (ACLs) は、リソースにアタッチできる被付与者のリストです。これら
は、アタッチされているリソースにアクセスするための権限をアカウントに付与します。Amazon 
S3 ACLsにアタッチできます。bucket リソース。

Amazon S3 アクセスコントロールリスト (ACLs) を使用すると、 へのアクセスを管理できま
す。bucket リソースの使用料金を見積もることができます。各 bucket には、サブリソースとし
て がアACLタッチされています。どの AWS アカウント、IAMユーザー、ユーザーのグループ、また
はIAMロールにアクセス権が付与されるか、およびアクセス権のタイプを定義します。リソースのリ
クエストを受信すると、 は対応する AWS をチェックACLして、リクエスタに必要なアクセス許可
があることを確認します。

を作成する場合 bucket リソース、Amazon S3 は、リソース所有者ACLにリソースに対するフルコ
ントロールを付与するデフォルトを作成します。次の例では、bucket ACL、John Doe は の所有者
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としてリストされています bucket および には、その に対する完全なコントロールが付与されま
す。bucket。 には、最大 100 人の被付与者ACLを含めることができます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<AccessControlPolicy xmlns="http://Billing Conductor.amazonaws.com/doc/2006-03-01/"> 
  <Owner> 
    <ID>c1daexampleaaf850ea79cf0430f33d72579fd1611c97f7ded193374c0b163b6</ID> 
    <DisplayName>john-doe</DisplayName> 
  </Owner> 
  <AccessControlList> 
    <Grant> 
      <Grantee xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"  
               xsi:type="Canonical User"> 
        <ID>c1daexampleaaf850ea79cf0430f33d72579fd1611c97f7ded193374c0b163b6</ID> 
        <DisplayName>john-doe</DisplayName> 
      </Grantee> 
      <Permission>FULL_CONTROL</Permission> 
    </Grant> 
  </AccessControlList>
</AccessControlPolicy> 

の ID フィールドACLは、 AWS アカウントの正規ユーザー ID です。所有しているアカウントでこの 
ID を表示する方法については、AWS 「アカウント正規ユーザー ID の検索」を参照してください。

Billing Conductor タグに基づく承認

Billing Conductor リソースにタグをアタッチしたり、 Billing Conductor へのリクエストで
タグを渡したりすることができます。タグに基づいてアクセスを管理するには、Billing 
Conductor:ResourceTag/key-name、aws:RequestTag/key-name、または aws:TagKeys の
条件キーを使用して、ポリシーの 条件要素でタグ情報を提供します。

Billing Conductor IAMロール

IAM ロールは、特定のアクセス許可を持つ AWS アカウント内のエンティティです。

Billing Conductor での一時的な認証情報の使用

一時的な認証情報を使用して、フェデレーションでサインインしたり、 IAMロールを引き受
けたり、クロスアカウントロールを引き受けたりすることができます。一時的なセキュリティ
認証情報を取得するには、 AssumeRoleや などのオペレーションを呼び出し AWS STS APIま
すGetFederationToken。
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Billing Conductor では、一時的な認証情報の使用がサポートされています。

サービスリンクロール

サービスにリンクされたロールを使用すると、 AWS サービスは他の サービスのリソースにアクセ
スして、ユーザーに代わってアクションを実行できます。サービスにリンクされたロールはIAMアカ
ウントに表示され、サービスによって所有されます。IAM 管理者は、サービスにリンクされたロー
ルのアクセス許可を表示できますが、編集することはできません。

サービスロール

この機能により、ユーザーに代わってサービスがサービスロールを引き受けることが許可されます。
このロールにより、サービスがお客様に代わって他のサービスのリソースにアクセスし、アクション
を完了することが許可されます。サービスロールはIAMアカウントに表示され、アカウントによって
所有されます。つまり、IAM管理者はこのロールのアクセス許可を変更できます。ただし、それによ
り、サービスの機能が損なわれる場合があります。

Billing Conductor では、サービスロールがサポートされています。

Billing Conductor での IAMロールの選択

Billing Conductor でリソースを作成するときは、EC2ユーザーに代わって Billing Conductor が 
Amazon にアクセスすることを許可するロールを選択する必要があります。サービスロールまたは
サービスにリンクされたロールを以前に作成している場合、 Billing Conductor は選択できるロール
のリストを表示します。Amazon EC2インスタンスを起動および停止するためのアクセスを許可する
ロールを選択することが重要です。

AWS Billing Conductor アイデンティティベースのポリシーの例

デフォルトでは、IAMユーザーとロールには Billing Conductor リソースを作成または変更するアクセ
ス許可はありません。また、、 AWS Management Console AWS CLI、または を使用してタスクを
実行することはできません AWS API。IAM 管理者は、必要な特定のリソースに対して特定のAPIオ
ペレーションを実行するアクセス許可をユーザーとロールに付与するIAMポリシーを作成する必要が
あります。その後、管理者は、これらのアクセス許可を必要とするIAMユーザーまたはグループにこ
れらのポリシーをアタッチする必要があります。

これらのポリシードキュメント例を使用してIAMアイデンティティベースのJSONポリシーを作成す
る方法については、 ユーザーガイドのJSON「 タブでのポリシーの作成IAM」を参照してください。
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• ポリシーのベストプラクティス

• Billing Conductor アイデンティティベースのポリシーの例

ポリシーのベストプラクティス

アイデンティティベースのポリシーは、アカウントで Billing Conductor アカウントの作成、アクセ
ス、削除を行えるユーザーを決定します。これらのアクションを実行すると、 AWS アカウントに料
金が発生する可能性があります。アイデンティティベースポリシーを作成したり編集したりする際に
は、以下のガイドラインと推奨事項に従ってください:

• AWS 管理ポリシーを開始し、最小特権のアクセス許可に移行する – ユーザーとワークロードにア
クセス許可を付与するには、多くの一般的なユースケースにアクセス許可を付与する AWS 管理ポ
リシーを使用します。これらは で使用できます AWS アカウント。ユースケースに固有の AWS カ
スタマー管理ポリシーを定義して、アクセス許可をさらに減らすことをお勧めします。詳細につい
ては、「 ユーザーガイド」の「 AWS 管理ポリシー」または「 ジョブ機能の 管理ポリシーIAM」
を参照してください。 AWS

• 最小特権のアクセス許可を適用する – IAMポリシーでアクセス許可を設定する場合は、タスクの
実行に必要なアクセス許可のみを付与します。これを行うには、特定の条件下で特定のリソース
に対して実行できるアクションを定義します。これは、最小特権アクセス許可とも呼ばれていま
す。IAM を使用してアクセス許可を適用する方法の詳細については、「 ユーザーガイド」の「 の
ポリシーとアクセス許可IAMIAM」を参照してください。

• IAM ポリシーの条件を使用してアクセスをさらに制限する – ポリシーに条件を追加して、アク
ションとリソースへのアクセスを制限できます。例えば、ポリシー条件を記述して、すべてのリク
エストを を使用して送信する必要があることを指定できますSSL。条件を使用して、 などの特定
の を介してサービスアクションが使用される場合に AWS サービス、サービスアクションへのア
クセスを許可することもできます AWS CloudFormation。詳細については、「 ユーザーガイド」
のIAMJSON「ポリシー要素: 条件IAM」を参照してください。

• IAM Access Analyzer を使用してIAMポリシーを検証し、安全で機能的なアクセス許可を確保する
– IAM Access Analyzer は、ポリシーがポリシー言語 (JSON) とIAMベストプラクティスに準拠す
るように、新規および既存のIAMポリシーを検証します。IAM Access Analyzer には、安全で機能
的なポリシーの作成に役立つ 100 を超えるポリシーチェックと実用的な推奨事項が用意されてい
ます。詳細については、「 ユーザーガイド」のIAM「Access Analyzer ポリシーの検証IAM」を参
照してください。

• 多要素認証を要求する (MFA） – でIAMユーザーまたはルートユーザーを必要とするシナリオがあ
る場合は AWS アカウント、セキュリティを強化MFAするために をオンにします。API オペレー
ションが呼び出されるMFAタイミングを要求するには、ポリシーにMFA条件を追加します。詳細
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については、「 IAMユーザーガイド」のMFA「 で保護されたAPIアクセスの設定」を参照してく
ださい。

のベストプラクティスの詳細についてはIAM、「 ユーザーガイド」の「 のセキュリティのベストプ
ラクティスIAMIAM」を参照してください。

Billing Conductor アイデンティティベースのポリシーの例

このトピックには、アカウントの情報とツールへのアクセスを制御するためにIAMユーザーまたはグ
ループにアタッチできるポリシーの例が含まれています。

トピック

• Billing Conductor コンソールに対するフルアクセスの許可

• Billing Conductor へのフルアクセスの付与 API

• Billing Conductor コンソールへの読み取り専用アクセス許可の付与

• 請求コンソールにより Billing Conductor にアクセス許可を付与する

• AWS コストと使用状況レポートによる Billing Conductor アクセスの付与

• Billing Conductor への組織単位のインポート機能に対するアクセスの付与

• Billing and Cost Explorer による、見積りコストをサポートしていないサービスや機能へのアクセ
スを拒否する

Billing Conductor コンソールに対するフルアクセスの許可

Billing Conductor コンソールにアクセスするには、最小限のアクセス許可のセットが必要です。これ
らの許可により、 AWS アカウント の Billing Conductor コンソールリソースの一覧と詳細を表示で
きます。最小限必要なアクセス許可よりも制限されたアイデンティティベースのポリシーを作成する
と、そのポリシーを持つエンティティ (IAM ユーザーまたはロール) に対してコンソールが意図した
とおりに機能しません。

これらのエンティティが Billing Conductor コンソールを引き続き使用できるようにするには、エン
ティティに次の AWS 管理ポリシーもアタッチします。詳細については、「 IAMユーザーガイド」の
「ユーザーへのアクセス許可の追加」を参照してください。

料金設定ルールの作成には、billingconductor:* のアクセス許可に加えて
pricing:DescribeServices が必要で、支払いアカウントにリンクされている連結アカウントを
一覧表示するには、organizations:ListAccounts が必要です。
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{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "billingconductor:*", 
            "Resource": "*" 
        }, 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
                "organizations:ListAccounts", 
                "organizations:DescribeAccount" 
            ], 
            "Resource": "*" 
        }, 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "pricing:DescribeServices", 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

AWS CLI または のみを呼び出すユーザーには、最小限のコンソールアクセス許可を付与する必要は
ありません AWS API。代わりに、実行しようとしているAPIオペレーションに一致するアクション
のみへのアクセスを許可します。

Billing Conductor へのフルアクセスの付与 API

この例では、 Billing Conductor へのフルアクセスをIAMエンティティに付与しますAPI。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "billingconductor:*", 
            "Resource": "*" 
        }, 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "organizations:ListAccounts", 
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            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

Billing Conductor コンソールへの読み取り専用アクセス許可の付与

この例では、IAMエンティティに Billing Conductor コンソールへの読み取り専用アクセス権を付与し
ます。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "billingconductor:List*", 
            "Resource": "*" 
        }, 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "organizations:ListAccounts", 
            "Resource": "*" 
        }, 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "pricing:DescribeServices", 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

請求コンソールにより Billing Conductor にアクセス許可を付与する

この例では、IAMエンティティは請求コンソールの請求ページから見積り請求データを切り替えて表
示できます。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
                "billing:ListBillingViews", 
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                "aws-portal:ViewBilling" 
            ], 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

AWS コストと使用状況レポートによる Billing Conductor アクセスの付与

この例では、IAMエンティティは請求コンソールのコストと使用状況レポートページから見積り請求
データを切り替えて表示できます。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
                "billing:ListBillingViews", 
                "aws-portal:ViewBilling", 
                "cur:DescribeReportDefinitions" 
            ], 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

Billing Conductor への組織単位のインポート機能に対するアクセスの付与

この例では、請求グループの作成時に組織単位 (OU) アカウントをインポートするために必要な特定
の AWS Organizations APIオペレーションへの読み取り専用アクセス権がIAMエンティティにありま
す。OU のインポート機能は Billing AWS Conductor コンソールにあります。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
                "organizations:ListRoots", 
                "organizations:ListOrganizationalUnitsForParent", 
                "organizations:ListChildren" 
            ], 
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            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

Billing and Cost Explorer による、見積りコストをサポートしていないサービスや機能へのアクセス
を拒否する

この例では、IAMエンティティは見積りコストをサポートしていない のサービスや機能へのアクセ
スを拒否されます。このポリシーには、管理アカウントおよび個々のメンバーアカウント内で実行で
きるアクションのリストが含まれています。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [{ 
        "Effect": "Deny", 
        "Action": [ 
            "aws-portal:ModifyAccount", 
            "aws-portal:ModifyBilling", 
            "aws-portal:ModifyPaymentMethods", 
            "aws-portal:ViewPaymentMethods", 
            "aws-portal:ViewAccount", 
            "cur:GetClassic*", 
            "cur:Validate*", 
            "tax:List*", 
            "tax:Get*", 
            "tax:Put*", 
            "tax:ListTaxRegistrations", 
            "tax:BatchPut*", 
            "tax:UpdateExemptions", 
            "freetier:Get*", 
            "payments:Get*", 
            "payments:List*", 
            "payments:Update*", 
            "payments:GetPaymentInstrument", 
            "payments:GetPaymentStatus", 
            "purchase-orders:ListPurchaseOrders", 
            "purchase-orders:ListPurchaseOrderInvoices", 
            "consolidatedbilling:GetAccountBillingRole", 
            "consolidatedbilling:Get*", 
            "consolidatedbilling:List*", 
            "invoicing:List*", 
            "invoicing:Get*", 
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            "account:Get*", 
            "account:List*", 
            "account:CloseAccount", 
            "account:DisableRegion", 
            "account:EnableRegion", 
            "account:GetContactInformation", 
            "account:GetAccountInformation", 
            "account:PutContactInformation", 
            "billing:GetBillingPreferences", 
            "billing:GetContractInformation", 
            "billing:GetCredits", 
            "billing:RedeemCredits", 
            "billing:Update*", 
            "ce:GetPreferences", 
            "ce:UpdatePreferences", 
            "ce:GetReservationCoverage", 
            "ce:GetReservationPurchaseRecommendation", 
            "ce:GetReservationUtilization", 
            "ce:GetSavingsPlansCoverage", 
            "ce:GetSavingsPlansPurchaseRecommendation", 
            "ce:GetSavingsPlansUtilization", 
            "ce:GetSavingsPlansUtilizationDetails", 
            "ce:ListSavingsPlansPurchaseRecommendationGeneration", 
            "ce:StartSavingsPlansPurchaseRecommendationGeneration", 
            "ce:UpdateNotificationSubscription" 
        ], 
        "Resource": "*" 
    }]
}

詳細については、「AWS サービス 見積もりコストをサポートする」を参照してください。

AWSAWS Billing Conductor の マネージドポリシー

ユーザー、グループ、ロールにアクセス許可を追加するには、自分でポリシーを記述するよりも、 
AWS 管理ポリシーを使用する方が簡単です。必要なアクセス許可のみをチームに提供するIAMカス
タマー管理ポリシーを作成するには、時間と専門知識が必要です。すぐに開始するには、 AWS マ
ネージドポリシーを使用できます。これらのポリシーは、一般的なユースケースをターゲット範囲に
含めており、 AWS アカウントで利用できます。 AWS 管理ポリシーの詳細については、「 ユーザー
ガイド」の「 AWS 管理ポリシーIAM」を参照してください。
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AWS サービスは、 AWS 管理ポリシーを維持および更新します。 AWS 管理ポリシーのアクセス許
可は変更できません。サービスでは、新しい機能を利用できるようにするために、 AWS マネージド
ポリシーに権限が追加されることがあります。この種類の更新は、ポリシーがアタッチされている、
すべてのアイデンティティ (ユーザー、グループおよびロール) に影響を与えます。新しい機能が立
ち上げられた場合や、新しいオペレーションが使用可能になった場合に、各サービスが AWS マネー
ジドポリシーを更新する可能性が最も高くなります。サービスは AWS マネージドポリシーからアク
セス許可を削除しないため、ポリシーの更新によって既存のアクセス許可が破損することはありませ
ん。

さらに、 は、複数の サービスにまたがる職務機能の マネージドポリシー AWS をサポートします。
例えば、 ReadOnlyAccess AWS 管理ポリシーは、すべての AWS サービスとリソースへの読み取り
専用アクセスを提供します。サービスが新機能を起動すると、 は新しいオペレーションとリソース
の読み取り専用アクセス許可 AWS を追加します。職務機能ポリシーのリストと説明については、
「 ユーザーガイドAWS 」の「職務機能用の 管理ポリシーIAM」を参照してください。

AWS マネージドポリシー： AWSBillingConductorFullAccess

AWSBillingConductorFullAccess 管理ポリシーは、 AWS Billing Conductor コンソールと への完全な
アクセス権を付与しますAPIs。ユーザーは Billing Conductor AWS リソースを一覧表示、作成、削除
できます。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [  
               "billingconductor:*", 
               "organizations:ListAccounts", 
               "pricing:DescribeServices", 
             ] 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}
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AWS マネージドポリシー： AWSBillingConductorReadOnlyAccess

AWSBillingConductorReadOnlyAccess 管理ポリシーは、 AWS Billing Conductor コンソールと への
読み取り専用アクセスを許可しますAPIs。ユーザーは、すべての AWS Billing Conductor リソースを
表示および一覧表示できます。ユーザーがリソースを作成または削除することはできません。

{ 
    "Version": "2012-10-17", 
    "Statement": [ 
        { 
            "Sid": "BillingConductorReadOnly", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
                "billingconductor:List*", 
                "organizations:ListAccounts", 
                "pricing:DescribeServices", 
                "billingconductor:GetBillingGroupCostReport" 
            ], 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

AWS Billing Conductor の AWS マネージドポリシーの更新

AWS Billing Conductor の AWS マネージドポリシーの更新に関する詳細を、このサービスがこれら
の変更の追跡を開始した以降の分について表示します。このページの変更に関する自動通知につい
ては、 AWS Billing Conductor ドキュメント履歴ページのRSSフィードにサブスクライブしてくださ
い。

変更 説明 日付

AWSBillingConducto 
rReadOnlyAccess

をAWSBillingConducto 
rReadOnlyAccess ポリ
シーGetBillingGroupCos 
tReport に追加しました。

2024 年 2 月 8 日

AWSBillingConductorFullAcce 
ss

作成されるポリシー 2022 年 3 月 29 日
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変更 説明 日付

AWSBillingConducto 
rReadOnlyAccess

作成されるポリシー 2022 年 3 月 29 日

AWS Billing Conductor の変更
ログが公開されました

AWS Billing Conductor が 
AWS マネージドポリシーの変
更の追跡を開始しました。

2022 年 3 月 29 日

AWS Billing Conductor リソースベースのポリシーの例

トピック

• 特定の IP アドレスへの Amazon S3 バケットアクセスの制限

特定の IP アドレスへの Amazon S3 バケットアクセスの制限

次の例は、指定したバケット内のオブジェクトに対して任意の Amazon S3 オペレーションを実行す
るためのアクセス許可をユーザーに付与します。ただし、リクエストは条件で指定された IP アドレ
ス範囲からのリクエストである必要があります。

このステートメントの条件は、許可されているインターネットプロトコルバージョン 4 (IPv4) IP ア
ドレスの 54.240.143.* の範囲を識別しますが、例外は 54.240.143.188 です。

Condition ブロックは、 IpAddressNotIpAddress条件と aws:SourceIp条件キーを使用しま
す。これは、 AWS 幅広い条件キーです。これらの条件キーの詳細については、「ポリシーでの条件
の指定」を参照してください。aws:sourceIp IPv4 値は標準CIDR表記を使用します。詳細につい
ては、「 IAMユーザーガイド」の「IP アドレス条件演算子」を参照してください。

{ 
  "Version": "2012-10-17", 
  "Id": "S3PolicyId1", 
  "Statement": [ 
    { 
      "Sid": "IPAllow", 
      "Effect": "Allow", 
      "Principal": "*", 
      "Action": "s3:*", 
      "Resource": "arn:aws:s3:::examplebucket/*", 
      "Condition": { 
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         "IpAddress": {"aws:SourceIp": "54.240.143.0/24"}, 
         "NotIpAddress": {"aws:SourceIp": "54.240.143.188/32"}  
      }  
    }  
  ]
}

AWS Billing Conductor ID とアクセスのトラブルシューティング

以下の情報は、 Billing Conductor と の使用時に発生する可能性がある一般的な問題の診断と修正に
役立ちますIAM。

トピック

• Billing Conductor でアクションを実行する権限がない

• iam を実行する権限がありません。PassRole

• AWS アカウント以外のユーザーに Billing Conductor リソースへのアクセスを許可したい

Billing Conductor でアクションを実行する権限がない

がアクションを実行する権限がないと AWS Management Console 通知した場合は、管理者に連絡し
てサポートを依頼する必要があります。担当の管理者はお客様のユーザー名とパスワードを発行した
人です。

次の例のエラーは、mateojacksonIAMユーザーがコンソールを使用して の詳細を表示しようとす
ると発生します。Billing Conductor ただし、 にはBilling Conductor:GetWidgetアクセス
許可がありません。

User: arn:aws:iam::123456789012:user/mateojackson is not authorized to perform: Billing 
 Conductor:GetWidget on resource: my-example-Billing Conductor

この場合、Mateo は、Billing Conductor:GetWidget アクションを使用して my-example-
Billing Conductor リソースへのアクセスが許可されるように、管理者にポリシーの更新を依頼
します。

iam を実行する権限がありません。PassRole

iam:PassRole アクションを実行することを認可されていないというエラーが表示された場合は、
ポリシーを更新して Billing Conductor にロールを渡せるようにする必要があります。
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一部の AWS サービス では、新しいサービスロールまたはサービスにリンクされたロールを作成す
る代わりに、そのサービスに既存のロールを渡すことができます。そのためには、サービスにロール
を渡す権限が必要です。

次の例のエラーは、 というIAMユーザーがコンソールを使用して Billing Conductor marymajor でア
クションを実行しようする場合に発生します。ただし、このアクションをサービスが実行するには、
サービスロールから付与された権限が必要です。メアリーには、ロールをサービスに渡す許可があり
ません。

User: arn:aws:iam::123456789012:user/marymajor is not authorized to perform: 
 iam:PassRole

この場合、Mary のポリシーを更新してメアリーに iam:PassRole アクションの実行を許可する必
要があります。

サポートが必要な場合は、 AWS 管理者にお問い合わせください。サインイン認証情報を提供した担
当者が管理者です。

AWS アカウント以外のユーザーに Billing Conductor リソースへのアクセスを許可し
たい

他のアカウントのユーザーや組織外の人が、リソースにアクセスするために使用できるロールを作成
できます。ロールの引き受けを委託するユーザーを指定できます。リソースベースのポリシーまたは
アクセスコントロールリスト (ACLs) をサポートするサービスでは、これらのポリシーを使用して、
ユーザーにリソースへのアクセスを許可できます。

詳細については、以下を参照してください。

• Billing Conductor がこれらの機能をサポートするかどうかについては、「と の AWS Billing 
Conductor 連携方法 IAM」を参照してください。

• 所有している のリソースへのアクセスを提供する方法については、 AWS アカウント 「 ユーザー
ガイド」の「所有 AWS アカウント している別の のIAMユーザーへのアクセスを提供するIAM」を
参照してください。

• リソースへのアクセスをサードパーティーの に提供する方法については AWS アカウント、「
IAMユーザーガイド」の「サードパーティー AWS アカウント が所有する へのアクセスを提供す
る」を参照してください。

• ID フェデレーションを通じてアクセスを提供する方法については、 IAMユーザーガイドの「外部
認証されたユーザーへのアクセスの提供 (ID フェデレーション）」を参照してください。
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• クロスアカウントアクセスでのロールとリソースベースのポリシーの使用の違いについては、 
ユーザーガイドの「 でのクロスアカウントリソースアクセスIAMIAM」を参照してください。

AWS Billing Conductor でのログ記録とモニタリング

モニタリングは、 AWS アカウントの信頼性、可用性、パフォーマンスを維持する上で重要な部分で
す。 AWS Billing Conductor の使用状況をモニタリングするためのツールがいくつかあります。

AWS コストと使用状況レポート

AWS コストと使用状況レポートは、 AWS 使用状況を追跡し、アカウントに関連する推定請求額を
提供します。各レポートには、 AWS アカウントで使用する AWS 製品、使用タイプ、オペレーショ
ンの一意の組み合わせごとに明細項目が含まれます。 AWS コストと使用状況レポートをカスタマイ
ズして、情報を時間単位または日単位で集計できます。

AWS コストと使用状況レポートの詳細については、「 コストと使用状況レポートガイド」を参照し
てください。

を使用した通話のログ記録 AWS Billing Conductor API AWS CloudTrail

AWS Billing Conductor は、ユーザー AWS CloudTrail、ロール、または Billing Conductor の サー
ビスによって実行されたアクションを記録する AWS サービスである と統合されています。 AWS 
は、 Billing Conductor AWS のすべてのAPI呼び出しをイベントとして CloudTrail キャプチャし
ます。キャプチャされた呼び出しには、 AWS Billing Conductor コンソールからの呼び出しと 
AWS 、Billing Conductor APIオペレーションへのコード呼び出しが含まれます。証跡を作成する場合
は、 AWS Billing Conductor の CloudTrail イベントなど、Amazon S3 バケットへのイベントの継続
的な配信を有効にすることができます。証跡を設定しない場合でも、 CloudTrail コンソールのイベ
ント履歴 で最新のイベントを表示できます。によって収集された情報を使用して CloudTrail、 AWS 
Billing Conductor に対するリクエスト、リクエスト元の IP アドレス、リクエスト者、リクエスト日
時などの詳細を確認できます。

の詳細については CloudTrail、「 AWS CloudTrail ユーザーガイド」を参照してください。

AWS Billing Conductor CloudTrail イベント

このセクションでは、請求情報とコスト管理に関連する CloudTrail イベントの完全なリストを示し
ます。
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イベント名 定義

AssociateAccounts アカウントの請求グループへの関連付けを記録します。

Associate 
PricingRules

料金設定ルールと料金プランの関連付けを記録します。

AutoAssoc 
iateAccount

アカウントと請求グループの自動関連付けを記録します。

AutoDisas 
sociateAccount

次の請求期間の請求グループからのアカウントの自動関連付け解除を
記録します。

BatchAsso 
ciateReso 
urcesToCu 
stomLineItem

リソースのバッチ関連付けをパーセンテージカスタム明細項目に記録
します。

BatchDisa 
ssociateR 
esourcesF 
romCustom 
LineItem

パーセンテージカスタム明細項目からのリソースのバッチ関連付け解
除を記録します。

CreateBil 
lingGroup

請求グループの作成をログに記録します。

CreateCus 
tomLineItem

カスタム明細項目の作成をログに記録します。

CreatePricingPlan 料金プランの作成をログに記録します。

CreatePricingRule 料金設定ルールの作成をログに記録します。

DeleteBil 
lingGroup

請求グループの削除をログに記録します。

DeleteCus 
tomLineItem

カスタム明細項目の削除をログに記録します。
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イベント名 定義

DeletePricingPlan 料金プランの削除を記録します。

DeletePricingRule 料金設定ルールの削除をログに記録します。

Disassoci 
ateAccounts

請求グループからのアカウントの関連付け解除を記録します。

Disassoci 
atePricingRules

料金プランからの料金ルールの関連付け解除を記録します。

ListAccou 
ntAssociations

請求グループのアカウント ID へのアクセスを記録します。

ListBilli 
ngGroupCo 
stReports

請求グループの実際の AWS 料金へのアクセスを記録します。

ListBillingGroups 請求期間中の請求グループへのアクセスを記録します。

ListCusto 
mLineItems

請求期間中のカスタム明細項目へのアクセスを記録します。

ListCusto 
mLineItem 
Versions

カスタム明細項目のバージョンへのアクセスを記録します。

ListPricingPlans 請求期間の料金プランへのアクセスを記録します。

ListPrici 
ngPlansAs 
sociatedW 
ithPricingRule

料金設定ルールに関連付けられた料金プランへのアクセスをログに記
録します。

ListPricingRules 請求期間の料金設定ルールへのアクセスを記録します。
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イベント名 定義

ListPrici 
ngRulesAs 
sociatedT 
oPricingPlan

料金プランに関連付けられた料金設定ルールへのアクセスを記録しま
す。

ListResou 
rcesAssoc 
iatedToCu 
stomLineItem

カスタム明細項目に関連付けられたリソースへのアクセスを記録しま
す。

ListTagsF 
orResource

リソースのタグへのアクセスを記録します。

TagResource リソース上のタグの関連付けを記録します。

UpdateBil 
lingGroup

請求グループの更新を記録します。

UpdateCus 
tomLineItem

カスタム明細項目の更新をログに記録します。

UpdatePricingPlan 料金プランの更新を記録します。

UpdatePricingRule 料金設定ルールの更新をログに記録します。

AWS の Billing Conductor 情報 CloudTrail

CloudTrail アカウントを作成する AWS アカウント と、 で が有効になります。 AWS Billing 
Conductor でアクティビティが発生すると、そのアクティビティは CloudTrail イベント履歴 の他の 
AWS サービスイベントとともにイベントに記録されます。 で最近のイベントを表示、検索、ダウン
ロードできます AWS アカウント。詳細については、「イベント履歴で CloudTrail イベントを表示す
る」を参照してください。

AWS Billing Conductor のイベントなど AWS アカウント、 のイベントの継続的な記録については、
証跡を作成します。証跡により CloudTrail 、 はログファイルを Amazon S3 バケットに配信できま
す。デフォルトでは、コンソールで証跡を作成するときに、証跡がすべての AWS リージョンに適用
されます。証跡は、 AWS パーティション内のすべてのリージョンからのイベントをログに記録し、
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指定した Amazon S3 バケットにログファイルを配信します。さらに、 CloudTrail ログで収集された
イベントデータをより詳細に分析し、それに基づく対応を行うように他の AWS サービスを設定でき
ます。詳細については、次を参照してください:

• 追跡を作成するための概要

• CloudTrail がサポートするサービスと統合

• の Amazon SNS通知の設定 CloudTrail

• 複数のリージョンからの CloudTrail ログファイルの受信と複数のアカウントからの CloudTrail ロ
グファイルの受信

すべての AWS Billing Conductor アクションは によってログに記録 CloudTrail され、AWS 「 Billing 
Conductor APIリファレンス」に記載されています。

各イベントまたはログエントリには、誰がリクエストを生成したかという情報が含まれます。アイデ
ンティティ情報は、以下を判別するのに役立ちます:

• リクエストがルートまたは AWS Identity and Access Management （IAM) ユーザー認証情報のど
ちらを使用して行われたか。

• リクエストがロールまたはフェデレーションユーザーのテンポラリなセキュリティ認証情報を使用
して行われたかどうか。

• リクエストが別の AWS サービスによって行われたかどうか。

詳細については、CloudTrail userIdentity「」要素を参照してください。

AWS Billing Conductor ログファイルエントリについて

証跡は、指定した Amazon S3 バケットにイベントをログファイルとして配信できるようにする設定
です。 CloudTrail ログファイルには 1 つ以上のログエントリが含まれます。イベントは任意のソー
スからの単一のリクエストを表し、リクエストされたアクション、アクションの日時、リクエストパ
ラメータなどに関する情報が含まれます。 CloudTrail ログファイルはパブリックAPIコールの順序付
けられたスタックトレースではないため、特定の順序では表示されません。

トピック

• AutoAssociateAccount

• CreateBillingGroup
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AutoAssociateAccount

次の例は、 AutoAssociateAccountアクションを示す CloudTrail ログエントリを示しています。

{ 
    "eventVersion": "1.09", 
    "userIdentity": { 
        "accountId": "111122223333", 
        "invokedBy": "billingconductor.amazonaws.com" 
    }, 
    "eventTime": "2024-02-23T00:22:08Z", 
    "eventSource": "billingconductor.amazonaws.com", 
    "eventName": "AutoAssociateAccount", 
    "awsRegion": "us-east-1", 
    "sourceIPAddress": "billingconductor.amazonaws.com", 
    "userAgent": "billingconductor.amazonaws.com", 
    "requestParameters": null, 
    "responseElements": null, 
    "requestID": "1v14d239-fe63-4d2b-b3cd-450905b6c33", 
    "eventID": "14536982-geff-4fe8-bh18-f18jde35218d0", 
    "readOnly": false, 
    "eventType": "AwsServiceEvent", 
    "managementEvent": true, 
    "recipientAccountId": "111122223333", 
    "serviceEventDetails": { 
        "requestParameters": { 
            "Arn": "arn:aws:billingconductor::111122223333:billinggroup/444455556666", 
            "AccountIds": [ 
                "333333333333" 
            ] 
        }, 
        "responseElements": { 
            "Arn": "arn:aws:billingconductor::111122223333:billinggroup/444455556666" 
        } 
    }, 
    "eventCategory": "Management"
}

CreateBillingGroup

次の例は、 CreateBillingGroupアクションを示す CloudTrail ログエントリを示しています。

{ 
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    "eventVersion": "1.08", 
    "userIdentity": { 
        "accountId":"111122223333", 
        "accessKeyId":"ASIAIOSFODNN7EXAMPLE" 
    }, 
    "eventTime": "2024-01-24T20:30:03Z", 
    "eventSource": "billingconductor.amazonaws.com", 
    "eventName": "CreateBillingGroup", 
    "awsRegion": "us-east-1", 
    "sourceIPAddress": "100.100.10.10", 
    "userAgent": "aws-internal/3 aws-sdk-java/1.11.465 
 Linux/4.9.124-0.1.ac.198.73.329.metal1.x86_64 OpenJDK_64-Bit_Server_VM/25.192-b12 
 java/1.8.0_192", 
    "requestParameters": { 
        "PrimaryAccountId": "444455556666", 
        "ComputationPreference": { 
            "PricingPlanArn": "arn:aws:billingconductor::111122223333:pricingplan/
TqeITi5Bgh" 
        }, 
        "X-Amzn-Client-Token": "32aafb5s-e5b6-47f5-9795-3a69935e9da4", 
        "AccountGrouping": { 
            "LinkedAccountIds": [ 
                "444455556666", 
                "111122223333" 
            ] 
        }, 
        "Name": "***" 
    }, 
    "responseElements": { 
        "Access-Control-Expose-Headers": "x-amzn-RequestId,x-amzn-ErrorType,x-amzn-
ErrorMessage,Date", 
        "Arn": "arn:aws:billingconductor::111122223333:billinggroup/444455556666" 
    }, 
    "requestID": "fb26ae47-3510-a833-98fe-3dc0f602gb49", 
    "eventID": "3ab70d86-c63e-46fd8d-a33s-ce2970441a8", 
    "readOnly": false, 
    "eventType": "AwsApiCall", 
    "managementEvent": true, 
    "recipientAccountId": "111122223333", 
    "eventCategory": "Management"
}
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AWS Billing Conductor のコンプライアンス検証

サードパーティーの監査者は、複数の コンプライアンスプログラムの一環として AWS サービスの
セキュリティと AWS コンプライアンスを評価します。 AWS Billing Conductor は AWS コンプライ
アンスプログラムの対象ではありません。

特定のコンプライアンスプログラムの対象となる AWS サービスのリストについては、「コンプライ
アンスプログラムAWSによる対象範囲内のサービスコンプライアンスプログラム」を参照してくだ
さい。一般的な情報については、AWS 「コンプライアンスプログラム」を参照してください。

を使用して、サードパーティーの監査レポートをダウンロードできます AWS Artifact。詳細について
は、AWS「アーティファクト でのレポートのダウンロード」を参照してください。

AWS Billing Conductor を使用する際のお客様のコンプライアンス責任は、お客様のデータの機密
性、貴社のコンプライアンス目的、適用される法律および規制によって決まります。 では、コンプ
ライアンスに役立つ以下のリソース AWS を提供しています。

• 「セキュリティ＆コンプライアンスクイックリファレンスガイド」 – これらのデプロイガイドに
は、アーキテクチャ上の考慮事項の説明と、 AWSでセキュリティとコンプライアンスに重点を置
いたベースライン環境をデプロイするための手順が記載されています。

• AWS コンプライアンスリソース – このワークブックとガイドのコレクションは、お客様の業界や
地域に適用される場合があります。

• 「 デベロッパーガイド」の「 ルールによるリソースの評価」 – この AWS Config サービスは、リ
ソース設定が社内プラクティス、業界ガイドライン、および規制にどの程度準拠しているかを評価
します。 AWS Config

• AWS Security Hub – この AWS サービスは、 内のセキュリティ状態を包括的に把握 AWS し、セ
キュリティ業界標準とベストプラクティスへの準拠を確認するのに役立ちます。

AWS Billing Conductor の耐障害性

AWS グローバルインフラストラクチャは、 AWS リージョンとアベイラビリティーゾーンを中心に
構築されています。 AWS リージョンは、低レイテンシー、高スループット、および高度に冗長な
ネットワークで接続された、物理的に分離された複数のアベイラビリティーゾーンを提供します。
アベイラビリティーゾーンでは、ゾーン間で中断することなく自動的にフェイルオーバーするアプリ
ケーションとデータベースを設計および運用することができます。アベイラビリティーゾーンは、従
来の単一または複数のデータセンターインフラストラクチャよりも可用性が高く、フォールトトレラ
ントで、スケーラブルです。
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AWS リージョンとアベイラビリティーゾーンの詳細については、AWS 「 グローバルインフラスト
ラクチャ」を参照してください。

AWS Billing Conductor のインフラストラクチャセキュリティ

マネージドサービスである AWS Billing Conductor は、 AWS グローバルネットワークセキュリティ
で保護されています。 AWS セキュリティサービスと がインフラストラクチャ AWS を保護する方
法については、AWS 「 クラウドセキュリティ」を参照してください。インフラストラクチャセキュ
リティのベストプラクティスを使用して AWS 環境を設計するには、「 Security Pillar AWS Well‐
Architected Framework」の「Infrastructure Protection」を参照してください。

が AWS 公開したAPI呼び出しを使用して、ネットワーク経由で Billing Conductor にアクセスしま
す。クライアントは以下をサポートする必要があります:

• Transport Layer Security (TLS）。1TLS.2 が必要で、1.3 TLS をお勧めします。

• (Ephemeral Diffie-HellmanPFS) や DHE (Elliptic Curve Ephemeral Diffie-Hellman) などの完全前方
秘匿性 ECDHE () を備えた暗号スイート。これらのモードは、Java 7 以降など、ほとんどの最新
システムでサポートされています。

さらに、リクエストは、 IAMプリンシパルに関連付けられたアクセスキー ID とシークレットアクセ
スキーを使用して署名する必要があります。または、AWS Security Token Service (AWS STS) を使
用して、一時セキュリティ認証情報を生成し、リクエストに署名することもできます。
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クォータと制限
次の表に、AWS Billing Conductor 内のクォータと制約を示します。

クォータ

支払者アカウントごとの請求グループの数 5,000

請求グループごとのアカウント数 1,000

料金プランの数 5,000

料金設定ルールの数 50,000

料金プランに関連付けることができる料金設定
ルールの数

500

料金設定ルールに関連付けることができる料金
プランの数

1,000

カスタム明細項目の数 50,000

パーセンテージカスタム明細項目に関連付けら
れるソース値の数

100

フラットカスタム明細項目に関連付けられる
パーセンテージカスタムの数

100

制限事項

次の表のその他の制約は、引き上げることができません。

請求グループあたりの請求グループの Cost 
and Usage Report の数

10

請求グループ名 • 128 文字以内でなければなりません

• space を含めることはできません
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• 特殊文字は使用できません

請求グループの説明 1,024 文字以内でなければなりません

料金プラン名 • 128 文字以内でなければなりません

• space を含めることはできません

• 特殊文字は使用できません

料金プランの説明 1,024 文字以内でなければなりません

カスタム明細項目の名前 • 128 文字以内でなければなりません

• space を含めることはできません

• 特殊文字は使用できません
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ドキュメント履歴

次の表は、 AWS Billing Conductor の今回のリリースの内容をまとめたものです。

変更 説明 日付

更新版 「 AWS Billing Conductorと
は」トピックを更新しまし
た。

2024 年 3 月 7 日

AWS マネージドポリシーのド
キュメントを更新しました

AWSBillingConducto 
rReadOnlyAccess  ポリ
シーGetBillingGroupCos 
tReport に を追加しまし
た。「 の AWS マネージドポ
リシー AWS Billing Conductor
」を参照してください。

2024 年 2 月 8 日

マージンの概要に関するド
キュメントを追加

AWS サービス 請求グループ
のマージンの詳細は、 で表示
できます。「請求グループご
とのマージンの分析」を参照
してください。

2023 年 12 月 14 日

カスタム明細項目に関するド
キュメントを追加

請求グループ内の特定の連結
アカウントにカスタム明細項
目を適用できます。「請求グ
ループごとのカスタム明細項
目の作成」を参照してくださ 
い。

2023 年 12 月 4 日

プライマリアカウントに関す
るドキュメントを追加しまし
た

プライマリアカウントを選択
すると、請求グループの見積
もりコストにどのように影響
するかを理解します。「プラ
イマリアカウントの参加日の

2023 年 10 月 26 日
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重要性を理解する」を参照し
てください。

カスタム明細項目フィルター
のサポートを追加しました

カスタム明細項目に対して、
明細項目フィルターを指定で
きるようになりました。詳細
については、「割合料金のカ
スタム明細項目の作成」を参
照してください。

2023 年 9 月 5 日

見積もりコストに関するド
キュメントを追加

以下のトピックを参照してく
ださい。

• での見積りコストに対する
アドホック分析の実行 AWS 
Cost Explorer

• AWS サービス 見積もりコ
ストをサポートする

• IAM ポリシーの例: 見積もり
コストへのアクセスを拒否
する

2023 年 8 月 22 日

自動アカウント関連付けのサ
ポートが追加されました

請求グループの自動アカウン
ト関連付けを有効にできるよ
うになりました。詳細につい
ては、請求グループ、料金設
定、およびカスタム明細項目
の作成を参照してください。

2023 年 7 月 26 日

CSV ダウンロードサポートを
追加

請求グループのマージン分析
テーブルの CSV ファイルをダ
ウンロードできます。詳細に
ついては、「請求グループご
とのマージン分析」を参照し
てください。

2023 年 6 月 6 日
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初回リリース AWS Billing Conductor ユー
ザーガイドと API リファレン
スの初回リリース。

2022 年 3 月 16 日
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AWS 用語集
AWS の最新の用語については、「AWS の用語集リファレンス」の「AWS 用語集」を参照してくだ
さい。
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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